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●
1
月

4
日
・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

8
日
・
N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

事
務
所
開
き

10
日
・
豊
岡
市
環
境
経
済
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
設
立

総
会

13
日
・
豊
岡
市
成
人
式

16
日
・
友
好
親
善
都
市
交
流
・
韓
国
慶
州

市
訪
問
団
来
訪（
〜
18
日
）

　
　

・
豊
岡
市
特
産
品
フ
ェ
ア（
〜
17

日
・
東
京
都
）

19
日
・
姉
妹
都
市
交
流
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
ル
ア
ペ
フ
地
区
訪
問
団
来

訪（
〜
23
日
）

●
2
月

14
日
・
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
基
本
計

画
策
定

15
日
・
観
光
ガ
イ
ド「
こ
と
り
っ
ぷ　

城
崎

温
泉　

出
石
・
豊
岡
」（
株
式
会
社

昭
文
社
）全
国
の
書
店
で
販
売

19
日
・
中
華
人
民
共
和
国
浙せ
っ

江こ
う

省
庵あ
ん

東と
ん

鎮ち
ん

に
お
け
る
環
境
教
育
・
環
境
創
造

型
農
業
普
及
事
業（
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

結
ぶ
環
境
協
力
）報
告
会

20
日
・
企
業
・
し
ご
と
情
報
サ
イ
ト「
ジ
ョブ

ナ
ビ
豊
岡
」開
設

25
日
・
2
0
1
2
植
村
直
己
冒
険
賞
受
賞

者
発
表

27
日
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
兵
庫
ス

ト
ー
ク
ス
」代
表
が
市
長
表
敬
訪
問

28
日
・
第
22
回
地
球
環
境
大
賞「
審
査
委

員
特
別
賞
」受
賞

●
3
月

9
日
・
運
動
遊
び
検
証
報
告
会

19
日
・
歴
史
研
究
家
あ
さ
く
ら
ゆ
う
さ
ん

に
感
謝
状
贈
呈

20
日
・
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
員（
市

職
員
）帰
国

21
日
・
豊
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策
定

24
日
・
西
気
小
学
校
閉
校
式

26
日
・
六
方
川
排
水
機
場
竣
工

27
日
・
豊
岡
市
若
者
自
立
支
援
対
策
連
絡

会
議
発
足

29
日
・
神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社

会
実
験
事
業
」協
定
書
締
結

30
日
・
五
荘
奈
佐
幼
稚
園
舎
竣
工

●
4
月

1
日
・
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
11
施
設
）を
民
間
事
業
者
に
移
管

　
　

・「
若
手
企
業
人
地
域
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
」大
都
市
圏
企
業
か
ら
の
社

員
派
遣
受
け
入
れ（
2
人
）

8
日
・
清
滝
・
西
気
小
学
校
統
合
式

13
日
・
出
石
歴
史
文
化
交
流
館
竣
工
お
披

露
目
会

16
日
・
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
市
ウ
ィ
ッ

ト
マ
ン
中
学
校
国
際
交
流
体
験
学

習
使
節
団
来
訪（
〜
21
日
）

21
日
・
豊
岡
市
長
選
挙

23
日
・
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
た
じ
ま
と

　
　
　
「
災
害
等
に
お
け
る
緊
急
放
送
に

関
す
る
協
定
」締
結

24
日
・
豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
開
校

▲「ミシュラン・グリーンライナー」号の運行開始 ▲市役所新庁舎開庁式典

▲震災総合防災訓練 ▲豊岡エキシビション2013

平
成
25
年

豊
岡
市「
1
年
の
歩
み
」



広報とよおか　2013.12.253

　
　

・
淡
路
島
の
家
屋
被
害
調
査
に
職
員

派
遣（
〜
25
日
、
30
日
〜
5
月
1

日
、
7
日
〜
8
日
）

●
5
月

1
日
・
中
貝
市
長
、
3
期
目
の
初
登
庁

11
日
・
水
道
ま
つ
り

14
日
・
J
F
A
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
夢
の
教
室
」開
催（
〜
16
日
、
21

〜
23
日
、
28
〜
30
日
、
6
月
18
〜

20
日
）

15
日
・
中
川　

茂
副
市
長
退
任

16
日
・
齋
藤
哲
也
副
市
長
就
任

　
　

・
東
日
本
大
震
災『
被
災
地
復
興
応

援
の
旅
』（
〜
18
日
）

19
日
・
北
但
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

22
日
・
市
政
懇
談
会（
出
石
・
但
東
、
日

高
・
23
日
、29
日
・
豊
岡
、30
日
・

竹
野
、
6
月
3
日
・
城
崎
）

24
日
・
但
馬
障
害
者
通
所
施
設
連
絡
会
と

「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
場

所
提
供
等
に
関
す
る
協
定
」締
結

26
日
・
豊
岡
防
災
公
園
完
成
記
念
式
典
・

イ
ベ
ン
ト

28
日
・
韓
国
禮い
え

山さ
ん

郡
と「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
に
関
す
る
友
好
交
流
合
意

書
」締
結

●
6
月

3
日
・
豊
岡
市
第
4
次
外
国
人
漁
業
研
修

生
終
了
証
授
与
式

15
日
・「
植
村
直
己
冒
険
賞
」授
賞
式
・
記

念
講
演
会

19
日
・
竹
野
小
学
校
プ
ー
ル
竣
工

30
日
・
新
議
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

31
日
・
震
災
総
合
防
災
訓
練

●
9
月

1
日
・
新
庁
舎
市
民
見
学
会

2
日
・
鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
開
校

8
日
・
南
極
講
演
会

12
日
・
Jジ
ャ

タ

A
T
A
旅
博
2
0
1
3
に
参
加

（
〜
15
日
・
東
京
都
）

　
　

・
真
野　

毅
副
市
長
再
任

16
日
・
台
風
18
号
に
伴
う
豊
岡
市
災
害
警

戒
本
部
設
置
・
同
日
廃
止

18
日
・
台
風
18
号
被
災
地　

福
知
山
市
に

災
害
派
遣（
〜
23
日
）

22
日
・
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

プ

レ
事
業「
地
域
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
ダ
ン
サ
ー
を
探
せ
!! 

in 

城
崎

温
泉
」開
催

27
日
・
第
1
回
豊
岡
市
立
森
本
中
学
校
統

合
検
討
委
員
会

30
日
・
日
本
劇
作
家
大
会
2
0
1
4
豊
岡

大
会
実
行
委
員
会
設
立

●
10
月

3
日
・
戦
没
者
追
悼
式

4
日
・
第
1
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
検

証
委
員
会

　
　

・
2
0
1
3
モ
ン
ゴ
ル
国
研
修
生
来

訪（
〜
9
日
）

7
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港　

地
場

ソ
ー
ラ
ー
安
全
祈
願
祭

9
日
・
京
丹
後
市
・
豊
岡
市
合
同
会
議

17
日
・
第
2
期「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
・
山

29
日
・
三
木
川
、
片
間
樋
門
改
修
工
事
竣
工

●
7
月

1
日
・
但
馬
定
住
自
立
圏
に
係
る
新
温
泉

町
と
の
協
定
締
結

3
日
・
豊
岡
市
感
謝
状
贈
呈
式

8
日
・
豊
岡
市
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
設

置
・
研
修
会

10
日
・
全
但
バ
ス「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ナ
ー
」号
運
行
開
始

16
日
・
港
認
定
こ
ど
も
園
新
園
舎
完
成

20
日
・
三
江
小
学
校
人
工
巣
塔
で
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立
ち（
野
外
で
の

今
季
最
後
の
巣
立
ち
）

22
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

　
　
　
（
23
日
、26
日
、8
月
5
日
、6
日
）

27
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
'13（
〜
28
日
）

●
8
月

1
日
・
冊
子「
永
楽
館
歌
舞
伎
」発
行（
第

5
回
公
演
を
記
念
）

5
日
・
世
界
一
田た

め
に
な
る
学
校
in
東
京

大
学
2
0
1
3

8
日
・
新
庁
舎
防
災
訓
練

13
日
・
新
庁
舎
開
庁
式
・
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　

・
豊
岡
復
興
建
築
群
見
学
ツ
ア
ー

26
日
・
新
庁
舎
開
庁
記
念「
豊
岡
市
夏
の

美
術
館
」開
催（
〜
9
月
6
日
）

27
日
・
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
2
0
1
3

（
〜
9
月
1
日
）

28
日
・
南
極
教
室
ラ
イ
ブ
2
0
1
3

29
日
・
出
石
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工

宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー
」竣
工

18
日
・
市
政
懇
談
会（
豊
岡
、
28
日
・
日

高
、
29
日
・
竹
野
、
11
月
11
日
・

但
東
、
12
日
・
出
石
）

20
日
・
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事
業「
防

災
学
習
会
」

26
日
・
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
学
術

会
議「
城
崎
会
議
」（
〜
27
日
）

27
日
・
豊
岡
市
議
会
議
員
選
挙

　
　

・
27
郵
便
局
と「
災
害
時
に
お
け
る

相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
」締
結

29
日
・
志
賀
直
哉
城
崎
温
泉
来
訪
1
0
0

周
年
記
念
事
業
紺
野
美
沙
子
さ
ん

に
よ
る「
城
の
崎
に
て
」朗
読
会
&

紺
野
美
沙
子
さ
ん
と
城
崎
を
語
る

会

●
11
月

1
日
・
豊
岡
市
美
術
展（
〜
5
日
）

4
日
・
W
T
M（w

orld travel m
arket

）

　
　
　
2
0
1
3
出
展（
〜
7
日
・
ロ
ン
ド
ン
）

5
日
・「
永
楽
館
歌
舞
伎
」公
演（
〜
10
日
）

9
日
・
生
物
多
様
性
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
日
・
生
物
多
様
性
全
国
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

11
日
・
新
庁
舎
開
庁
記
念「
豊
岡
市
秋
の

美
術
館
」開
催（
〜
22
日
）

●
12
月

1
日
・
国
道
4
2
6
号
豊
岡
バ
イ
パ
ス
開

通

　
　

・
豊
岡
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3

2
日
・「
チ
ク
タ
ク
合
橋
」運
行
開
始

8
日
・
東
井
義
雄
生
誕
1
0
0
年
記
念

「
文
化
創
生
塾
」開
催



今日からできる  健康への第一歩  ～脂肪編～
食で健康づくりを応援③

皆さんにとって「食」とはどのようなものですか？
健康づくりに役立つ食のコラム3回シリーズの最終回です。《問合せ》健康増進課☎24－1127

《作り方》
①ハマチは短冊切りにして下味をつけておく。
②南蛮だれの調味料と種を除き、輪切りにしたタカノツメを合わせる。
③エノキは半分に切り、野菜はせん切りにし、電子レンジに１～２分か
け、南蛮だれに浸けておく。
④①のハマチの水分を軽く拭き、片栗粉をまぶし、少量のオリーブ油
で両面を焼き、バットに並べる。
⑤③の南蛮だれを④にかけて２０～３０分くらい漬けておく。

材　料　（２人分）
ハマチ １００ｇ
しょうゆ・酒 各大さじ１/２
おろしショウガ 少々
片栗粉・オリーブ油 各大さじ１
　　　だし汁 ６０ｃｃ
　　　しょうゆ・砂糖・酢 各大さじ１
　　　タカノツメ １/２本
白菜 ２枚
ニンジン １/４本
ピーマン １個
エノキ １/２株
＊しょうゆは濃い口しょうゆ

ハマチの焼南蛮

1人分当たり
エネルギー250kcal、塩分1.2g

～おすすめポイント～
季節の野菜をたっぷり使って！

簡単でおいしい
お魚メニューの紹介

脂肪を取り過ぎていませんか？ 血管に脂肪をためないポイント

脂肪の種類を上手に使い分けて、
　　　　　血管を若々しく保ちましょう！ 食事と運動で血液サラサラ！！

　脂肪の取り過ぎは、肥満だけでなく、心疾患や大腸がんなどを招
きやすくなります。脂肪の摂取量は、摂取エネルギーの20～25％が
適量とされていますが、日本人の摂取量の平均はこれを上回る傾
向にあります。
　脂肪には、動物性（魚を除く）と植物性、魚の脂肪があり、種類に
よって健康への影響が異なります。

①コレステロールを多く含む食品を控える
　鶏卵､魚卵､チョコレート､バター､チーズ､即席めん等
②コレステロール値を下げる食品を活用
　青背の魚､オリーブ油､大豆製品､野菜･海藻等
③エネルギーをおさえ、中性脂肪の蓄積を防ぐ
　炭水化物､揚げ物､肉の部位等のとり方にひと工夫
④適度な運動で、善玉コレステロールを増やす

南蛮
だれ｛
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市
で
は
、
地
元
就
職
を
希
望
す

る
学
生
な
ど
を
対
象
に
、
合
同
企

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

2
月
15
日（
土
）午
後
１

時
〜
5
時

▽
場
所　

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
タ

ワ
ー
ウ
ェ
ス
ト
10
階
ア
ウ
ラ

ホ
ー
ル（
J
R
大
阪
駅
徒
歩
10

分
）

▽
対
象　

大
学
、
短
大
、
高
専
、

専
門
学
校
を
平
成
27
年
3
月
に

卒
業（
予
定
）す
る
方
な
ど

　

今
回
出
展
す
る
企
業
は
、
1
月

上
旬
に
、「
ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
豊
岡
」で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
卒
採
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

学
生
動
向
、
広
報
戦
略
・
手
段
、

採
用
に
つ
な
げ
る
た
め
の
方
法
な

ど
を
具
体
的
に
習
得
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

1
月
29
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

▽
場
所　
市
役
所
2
階　

大
会
議
室

▽
定
員　

30
人

▽
申
込
期
限　

1
月
17
日（
金
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
環
境
経
済

課
☎
21

－

9
0
0
8

企
業
採
用
担
当
者
向
け

『
新
卒
者
採
用
セ
ミ
ナ
ー
』

参
加
企
業
募
集

大
学
生
等
の
U
タ
ー
ン
就
職
を
支
援

『
兵
庫
県
北
部
合
同
企
業
説
明
会
』を
開
催
!!

《参考》前回出展企業など（45社）

豊
岡
市

㈱アウルコーポレーション 但馬信用金庫
出石グランドホテル 但馬ティエスケイ㈱
OESアクアフオーコ㈱ たじま農業協同組合
大豊機工㈱ 東海バネ工業㈱
小倉公認会計士・税理士事務所 ㈱東豊精工
㈱川嶋建設 ドコモショップ豊岡店
㈱キヅキ商会 豊岡エネルギー㈱
㈱絆工房 （特非）豊岡市手をつなぐ育成会
公立豊岡病院組合 西日本旅客鉄道㈱
ゴダイ㈱ ㈱西村風晃園
㈱さんれいフーズ ㈱西村屋
㈱システムリサーチ フジテック㈱
㈱誠工社 ㈱フジデン
但馬魚市場㈱ 松本鋼機㈱
㈱但馬銀行 メルコパワーデバイス㈱

豊
岡
市
以
外

（社福）あそう 但南建設㈱
㈱オーシスマップ 但陽信用金庫
（社福）神戸聖隷福祉事業団恵生園 ㈱トキワ
全但印刷工芸㈱ 福井建設㈱
全但バス㈱ 冨士発條㈱
第一学院高等学校　養父校 ㈱マックアース
但馬屋食品㈱ 山芳製菓㈱関西工場
㈱多田スミス （50音順）

※ジョブナビ豊岡　豊岡市の企業・しごと情報サイト。市内企業の概要、企業説
明会、インターンシップ情報などを掲載。メールマガジンで求人情報などを配信。 ジョブナビ豊岡 検索
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コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
酒
米
か

ら
作
ら
れ
た
お
酒
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
農
法
の
お
米
の
米
粉
が
入
っ

た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
バ
ウ
ム
ク

ー
ヘ
ン
で
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
に
来
た
多
く

の
方
が
、
土
産
な
ど
と
し
て
購
入

さ
れ
ま
す
。

̶

飲
食
も
で
き
ま
す
か
？

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
を
使
用

し
た
ラ
ン
チ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

̶

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
？

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
環
境
経
済
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム（
※
注
）の
中
で
話
し
合

わ
れ
て
き
た
〝
環
境
を
良
く
す
る

こ
と
で
経
済
を
良
く
す
る
〞
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
は
、
交
流
施

設
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
で
作
ら
れ
た

米
や
酒
、
そ
の
他
加
工
品
な
ど
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
商
品
が
売
れ
る
こ
と

で
、
利
益
を
得
る
だ
け
で

な
く
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

農
法
の
生
産
量
も
増
加
し
、

環
境
も
良
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
1
市
5
町
の

地
場
産
品
を
取
り
扱
っ
て

お
り
、
合
併
の
シ
ン
ボ
ル

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

̶

販
売
状
況
は
?

　

昨
年
黒
字
化
を
達
成
し

ま
し
た
。
人
気
の
商
品
は
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
、

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

コ
ウ
ノ
ト
リ
羽
ば
た
く
会
株
式
会
社
・「
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
」（
祥
雲
寺
）

̶

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
米
、そ
の
加
工
品
な
ど
の
販
売

̶

企業紹介

お
薦
め
は
、
但
馬
牛
と
コ
ラ
ボ
し

た「
牛
す
じ
丼
」で
す
。

　

ま
た
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

の
米
粉
を
使
っ
た「
米
め
ん
」も
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

ご
飯
だ
け
で
な
く
、
カ
フ
ェ
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
農
法
の
米
粉
を
使
っ
た
シ
フ

ォ
ン
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
の
セ
ッ

ト
が
人
気
で
す
。

̶
今
後
の
展
開
は
?

　

食
べ
物
ば
か
り
で
な
く
、
地
元

の
木
材
を
使
っ
た
炭
や
木
工
品
も

販
売
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
施
設
と
い
う
強
み

を
生
か
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
や
地
元
食
材

を
使
っ
た
料
理
教
室
な
ど
を
開
催

し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
37

8
2
2
2

　

http://kounotori-honpo.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

jp/

（
※
注
）コ
ウ
ノ
ト
リ
環
境
経
済
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
…
豊
岡
の
地
に
根
ざ

し
た
環
境
と
経
済
が
共
鳴
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
企
画
・
立
案
・
支
援

お
よ
び
そ
の
実
施
な
ど
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
組
織

○38

　

平
成
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
、
小

規
模
事
業
者
の
95
パ
ー
セ
ン
ト
近

く
が
、
事
業
を
親
族
に
承
継
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
で
、

75
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
落
ち
込
ん
で

き
て
い
ま
す
。
少
子
化
で
継
ぐ
者

が
い
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。
理
想
的
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を

描
い
て
計
画
的
に
行
う
の
が
、
長

い
意
味
で
の
事
業
承
継
の
準
備
と

も
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

親
の
跡
を
継
ご
う
と
覚
悟
を

決
め
た
息
子
や
娘
が
い
る
場
合
、

も
っ
と
経
営
が
安
定
し
て
か
ら
、

も
っ
と
も
う
か
っ
て
か
ら
引
き
継

ご
う
と
考
え
る
経
営
者
も
多
い
よ

う
で
す
。
事
業
承
継
を
き
っ
か
け

に
、
経
営
改
善
の
計
画
や
新
製
品
、

新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
新
た
な
取
組

み
を
す
る
た
め
の
経
営
革
新
計
画

な
ど
を
策
定
す
る
こ
と
も
有
効
な

手
段
で
す
。

　

よ
り
や
る
気
の
あ
る
事
業
所
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
行
政
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
も
①
起

業
・
創
業
や
第

二
創
業
を
行
う

個
人
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事

業
者
向
け
の
創
業
補
助
金
②
農
業

者
と
商
工
業
者
が
連
携
し
、
地
域

資
源
を
活
用
し
て
、
新
商
品
の
開

発
や
販
路
の
開
拓
す
る
事
業
へ
の

補
助
金
③
農
林
水
産
業
が
生
産
に

と
ど
ま
ら
ず
、
加
工
品
の
製
造
・

販
売
や
サ
ー
ビ
ス
業
に
ま
で
進
出

す
る
事
業
へ
の
補
助
金
な
ど

̶

多

く
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
経
営
戦
略
の
一

つ
と
し
て
、
守
り
で
な
く
攻
め
の

事
業
承
継
に
取
り
組
む
時
代
で
す
。

会
社
の
強
み
を
生
か
し
た
、
夢
の

あ
る
計
画
を
私
た
ち
と
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

事
業
承
継
問
題
で
悩
ん
で
い
る

方
は
、
ま
ず
は「
豊
岡
市
事
業
承

継
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

 

【
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
】

　

後
継
者
問
題
に
よ
る
廃
業
を
防

ぎ
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
11

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
⑨

　
　「
事
業
承
継
」を
経
営
戦
略
に

▲コウノトリ本舗
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市
政
の
動
き

　 

12
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

　

11
月
29
日
、
平
成
25
年
第
6
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
水
害
サ
ミ
ッ
ト
実
行

委
員
会
の
幹
事
と
し
て
行
っ
た
地

方
交
付
税
措
置
の
要
望
や
国
道

4
2
6
号
豊
岡
バ
イ
パ
ス
開
通
に

つ
い
て
述
べ
た
後
、
当
面
す
る
市

政
の
諸
課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案

の
主
な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
兵
庫
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

設
備
の
更
新

　

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
兵
庫
衛
星

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア
ナ
ロ
グ

設
備
一
式
を
県
内
一
斉
に
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
更
新
し
ま
す
。

　

本
市
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
と
そ
れ

に
連
動
す
る
防
災
行
政
無
線
に
加

え
、
衛
星
携
帯
電
話
で
本
庁
・
支

所
間
の
通
話
が
可
能
な
た
め
、
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
本
庁
と
消
防
本

部
設
置
分
の
み
更
新
し
ま
す
。

○
第
2
あ
す
な
ろ
苑
の
利
活
用

事
業
者
候
補
の
選
定

　

第
2
あ
す
な
ろ
苑
は
、
来
年
3

月
31
日
を
期
限
と
し
て
市
に
返
還

さ
れ
ま
す
。
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
施
設
の
運
営
事
業
者
を
公
募
し
、

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
セ
ル
フ

サ
ポ
ー
ト
い
ず
し
」を
候
補
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
。
土
地
、
建
物

の
貸
付
料
は
無
償
で
、
事
業
開
始

は
来
年
5
月
の
予
定
で
す
。

○
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行

動
静
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
、
早
期
に
救

急
車
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
、
よ
り

早
く
医
療
介
入
が
で
き
る
よ
う
、

消
防
本
部
指
令
室
か
ら
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
位
置
情
報
を
把
握
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
、
来
年
1
月
に
導
入

し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

北
但
行
政
事
務
組
合
は
、
北
但

ご
み
処
理
施
設
整
備
・
運
営
事
業

者
の
タ
ク
マ
グ
ル
ー
プ
と
仮
契
約

し
ま
し
た
。

　

新
施
設
は
、
ご
み
焼
却
に
よ
る

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
電
に
利
用
し

ま
す
。
予
想
発
電
量
は
一
般
家
庭

約
4
8
0
0
世
帯
分
の
消
費
電
力

に
相
当
し
、
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー

の
発
電
量
の
19
倍
に
相
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
進
入
道
路
・
敷
地
造
成

工
事
中
の
斜
面
崩
壊
対
策
が
必
要

な
こ
と
が
判
明
し
、
斜
面
崩
壊
対

策
や
軟
弱
土
の
土
質
改
良
等
の
工

事
を
追
加
し
ま
す
。

○
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

　

10
月
に
、
第
2
期
山
宮
地
場
ソ

ー
ラ
ー
が
竣
工
し
、
第
1
期
分
と

合
わ
せ
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
し
て
発

電
し
て
い
ま
す
。
11
月
15
日
ま
で

の
第
1
・
2
期
の
合
計
発
電
量
は
、

想
定
量
の
1
1
2
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

年
間
想
定
量
を
上
回
って
い
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
地
場
ソ

ー
ラ
ー
は
、
包
括
的
施
設
リ
ー
ス

方
式
を
採
用
し
、
11
月
に
工
事
着

手
し
、
来
年
3
月
の
竣
工
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

竹
貫
区
旧
分
譲
宅
地
の
大
規
模

太
陽
光
発
電
事
業
は
、
有
利
な
売

電
価
格
で
の
事
業
展
開
を
図
る
た

め
、
年
度
内
に
設
備
認
定
等
の
申

請
を
行
う
必
要
か
ら
、
債
務
負
担

行
為
の
追
加
を
し
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
、
固
定
価
格
買
取
制
度

で
売
電
事
業
を
行
う
場
合
は
、
特

別
会
計
を
設
置
す
る
よ
う
に
と
の

通
知
が
あ
り
、
来
年
度
か
ら
特
別

会
計
を
設
置
し
ま
す
。

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

補
助
事
業
の
交
付
条
件
変
更

　

環
境
経
済
の
域
内
循
環
を
一
層

進
め
る
た
め
、
来
年
度
か
ら
、
補

助
対
象
を
市
内
事
業
者
の
施
工
に

限
定
し
ま
す
。
ま
た
、
補
助
単
価

を
見
直
し
、
基
本
単
価
を
1
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
3
万
円
、
市
内
産

パ
ネ
ル
の
施
工
に
1
万
円
の
上
乗

せ
を
行
い
ま
す
。

○
上
下
水
道
料
金
等
の消

費
税
転
嫁

　

来
年
4
月
か
ら
消
費
税
が
8
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
る
た
め
、
増
税
分

を
上
下
水
道
料
金
等
に
転
嫁
し
ま

す
。
試
算
す
る
と
、
口
径
13
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
、
使
用
水
量
20
立
方
メ

ー
ト
ル
の
家
庭
で
は
、
水
道
料
金

が
73
円
増
額
、
下
水
道
使
用
料
が

83
円
増
額
と
な
り
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
推
進

　

昨
年
の
城
崎
温
泉
の
外
国
人
宿

泊
者
は
4
7
3
2
人
で
前
年
の

4
倍
強
、
今
年
は
9
月
ま
で
で

6
2
1
8
人
に
伸
び
て
い
ま
す
。

国
内
旅
行
市
場
は
、
今
後
大
き
な

成
長
が
見
込
め
な
い
た
め
、
外
国

人
観
光
客
誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

11
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
、
ロ

ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
、
世
界
最

大
規
模
の
国
際
旅
行
博
W
T
M

（W
ワ
ー
ル
ド

orld T

ト
ラ
ベ
ル

ravel M

マ
ー
ケ
ッ
ト

arket

）に

出
展
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

J 
R
で
行
け
る
城
崎
温
泉
を
中
心

と
し
た
但
馬
地
域
は
、
魅
力
的
な

オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
2
月

に
京
都
を
訪
問
す
る
海
外
取
材
陣

に
、
豊
岡
ま
で
足
を
延
ば
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
に
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

の
文
化
分
野
の
公
式
機
関
で
あ
る

ア
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
東

京
で
、
主
に
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
を

対
象
に「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー

ン
ガ
イ
ド
と
共
に
日
本
を
発
見　

小
さ
な
世
界
都
市　

豊
岡
」と
題

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
す
。
豊
岡
の
紹
介
や
豊
岡
食
材

の
料
理
を
提
供
す
る
カ
ク
テ
ル
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

　

市
内
の
水
稲
栽
培
農
家
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の

認
知
度
は
約
75
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

取
り
組
む
生
産
者
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
早
期
湛
水
等
に
よ
る

近
隣
圃
場
へ
の
迷
惑
、
雑
草
の
抑

制
対
策
の
手
間
に
よ
り
、
取
り
組

ま
な
い
生
産
者
も
多
く
い
ま
す
。

　

今
後
、
集
落
単
位
で
の
取
組
み

を
促
し
、
雑
草
対
策
な
ど
の
省
力

化
を
図
る
技
術
革
新
の
導
入
を
検

討
し
、
普
及
拡
大
に
努
め
ま
す
。
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で
、
市
内
事
業
者
の
環
境
経
済
事

業
へ
の
参
入
を
促
進
し
ま
す
。

○
宅
地
事
業
特
別
会
計
の
運
営

　

宅
地
事
業
特
別
会
計
で
販
売
を

行
っ
て
い
る
分
譲
地
は
、
竹
野
町

御お
ん

又ま
た

、
出
石
町
中
川
、
但
東
町
小お

谷だ
に

・
相あ
い

田だ

土は

生ぶ

ヶが

丘お
か

の
4
区
が
あ

り
、
17
区
画
が
売
れ
残
っ
て
い
ま

す
。
販
売
価
格
が
時
価
よ
り
高
め

な
た
め
、
値
下
げ
し
て
販
売
を
促

進
し
ま
す
。
売
却
損
は
一
般
会
計

か
ら
補
填
し
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
か
ら
の

東
京
直
行
便
の
取
組
み

　

小
型
機
も
離
発
着
で
き
る
羽
田

空
港
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
枠
に
は
、

運
行
す
る
航
空
会
社
が
見
つ
か
ら

ず
応
募
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
2

年
後
の
再
募
集
に
狙
い
を
定
め
、

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ナ
ナ
マ
ル
70
」の
取
組
み
を
強

化
し
、
県
な
ど
と
連
携
し
て
運
航

会
社
と
の
協
議
を
継
続
し
ま
す
。

○
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
株
式
会
社

の
運
行
会
社
募
集

　

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
株
式
会
社

は
、
毎
年
赤
字
額
が
増
加
し
て
い

る
状
況
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
運

行
会
社
と
な
る
民
間
事
業
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
1
月
下
旬
に
は

運
行
会
社
を
決
定
し
、
来
年
度
中

に
運
営
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

○
全
但
バ
ス
神
鍋
線
の

上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

　

第
2
期
社
会
実
験
の
10
月
末
の

延
べ
利
用
者
数
は
、
昨
年
同
期

と
比
較
す
る
と
23
ポ
イ
ン
ト
増

で
、
8
月
は
単
月
目
標
に
対
し

1
0
0
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
目
標
利
用
人
員
に
対

す
る
達
成
率
は
88
・
7
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。地
元
は
、「
地
域
が
」「
地

域
の
た
め
に
」「
地
域
の
発
想
で
」

と
乗
車
運
動
を
再
加
速
さ
れ
て
お

り
、
地
元
、
運
行
事
業
者
、
市
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
但
東
町
合
橋
地
区
に
お
け
る

チ
ク
タ
ク
の
運
行

　
「
チ
ク
タ
ク
」は
、
市
が
地
元
運

営
協
議
会
に
委
託
し
て
運
行
す
る
、

地
域
主
体
の
公
共
交
通
で
す
。

　

12
月
2
日
に「
チ
ク
タ
ク
合
橋
」

の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
森
本
中
学
校
の
統
合

　

森
本
中
学
校
統
合
の
要
望
書
を

受
け
、
9
月
に「
豊
岡
市
立
森
本

中
学
校
統
合
検
討
委
員
会
」を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
、
統
合
先
候
補
を「
竹
野

中
学
校
」と「
豊
岡
北
中
学
校
」の

2
校
に
絞
り
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
中
に
統
合
先
と
統
合
年
月

日
を
決
定
す
る
予
定
で
、
協
議
、

調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入　

　

地
域
の
維
持
・
活
性
化
を
図

る
た
め
、
総
務
省
の
制
度
の「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」を
、
来
年
度
、

竹
野
浜
自
治
会
に
導
入
し
ま
す
。

協
力
隊
は
、
地
域
活
動
や
地
域
課

題
の
解
決
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

隊
員
自
ら
の
定
住
に
向
け
た
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
当
該
事
業
の
効
果
や

活
動
の
有
効
性
を
検
証
し
、
他
地

域
へ
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

○
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
へ
の

職
員
派
遣

　

来
年
4
月
に
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
内
に「
兵
庫
県
立
大

学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
科
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

専
門
的
な
知
識
と
能
力
を
有
す

る
職
員
を
育
成
し
、
公
務
の
能
率

的
運
営
に
資
す
る
た
め
、
市
職
員

を
原
則
年
1
人
派
遣
し
ま
す
。
派

遣
期
間
は
2
年
間
で
、
授
業
料
な

ど
の
派
遣
経
費
は
市
が
負
担
し
ま

す
。

○
使
用
料
・
手
数
料
等
の
見
直
し

　

使
用
料
2
3
6
項
目
、
手
数
料

90
項
目
、
雑
収
入
3
1
9
項
目
、

合
計
6
4
5
項
目
の
見
直
し
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
消

防
証
明
5
項
目
に
つ
い
て
、
来
年

度
か
ら
現
行
2
0
0
円
を
3
0
0

円
に
改
定
し
ま
す
。

○
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る

市
財
政
へ
の
影
響

　

地
方
自
治
体
の
負
担
増
分
は
地

方
交
付
税
と
地
方
消
費
税
交
付
金

な
ど
で
措
置
さ
れ
る
も
の
と
見
込

ま
れ
、
市
の
財
政
収
支
に
大
き
な

影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
に
つ

い
て
は
、
消
費
税
は
生
じ
ま
せ
ん
。

○
事
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新　

　

来
年
4
月
9
日
で
、
パ
ソ
コ

ン
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
のW

ウ
ィ
ン
ド

ind 
o

ー
ズ

w
sX エ

ッ
ク
ス
ピ
ー

P

と
ビ
ジ
ネ
ス
用
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
のo

オ
フ
ィ
ス

ffice

2
0
0
3
の
サ

ポ
ー
ト
が
終
了
し
ま
す
。
市
職
員

の
事
務
用
パ
ソ
コ
ン
に
も
、
こ
れ

ら
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
搭
載
し
た

も
の
が
あ
る
た
め
、
新
し
い
パ
ソ

コ
ン
へ
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

○
新
庁
舎
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　

現
在
、
新
庁
舎
の
外
構
工
事
を

実
施
中
で
す
。
来
春
に
は
全
て
の

工
事
が
完
成
し
ま
す
の
で
、
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
お
祝
い
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

式
典
は
、
菓
子
祭
前
日
祭
が
催

さ
れ
る
来
年
4
月
19
日
に
、
新
庁

舎
前
の
芝
生
広
場
を
会
場
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

○
旧
市
役
所
南
庁
舎
別
館
の

地
盤
改
良
工
事

　

旧
南
庁
舎
別
館
は
、
来
年
4
月

か
ら
お
菓
子
を
中
心
テ
ー
マ
と
し

た
交
流
施
設
と
す
る
た
め
、
改
修

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
耐
震
診

断
の
地
盤
調
査
の
結
果
を
受
け
、

建
物
改
修
工
事
と
併
せ
て
地
盤
改

良
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
企
業
誘
致
優
遇
措
置
の
拡
充

　

企
業
誘
致
は
、
新
規
立
地
以
外

に
既
存
企
業
の
増
設
も
推
進
し
て

い
ま
す
。
企
業
の
機
械
設
備
へ
の

投
資
と
雇
用
の
拡
大
促
進
の
た
め
、

常
用
従
業
員
を
1
人
以
上
新
規
雇

用
し
、
5
千
万
円
以
上
の
償
却
資

産
を
取
得
し
た
場
合
に
、
初
年
度

固
定
資
産
税
の
う
ち
、
償
却
資
産

賦
課
相
当
額
を
、
奨
励
金
と
し
て

交
付
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

○
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
3

　
　

へ
の
出
展

　

環
境
経
済
事
業
認
定
を
受
け
た

事
業
者
の
取
引
先
拡
大
の
た
め
、

日
本
最
大
級
の
環
境
展
示
会
で
あ

る
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
に
、
株
式
会

社
カ
ネ
カ
と
共
同
出
展
し
ま
す
。

豊
岡
市
ブ
ー
ス
で
市
内
企
業
6
社

の
環
境
経
済
事
業
の
展
示
と
説
明

を
行
い
、
取
引
先
拡
大
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
成
功
事
例
を
作
る
こ
と



広報とよおか　2013.12.25 8
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られるよう支援すること̶̶です。なお、主任児童委員は、特定の区の担当はなく、児童福祉に関する事
項を専門的、広域的に担当していただきます。
　身近な民生委員・児童委員に気軽に相談ください。　　　　　　　　≪問合せ≫社会福祉課☎24-7033

〈敬称略〉

豊　岡　地　域
氏名 担当地区 氏名 担当地区

岡　田　けゑ子 納屋、上佐野、佐野 上　田　映　子 駅前
宮　下　政　夫 九日市上町 吉　田　文　彦 駅前
間　　　泰　子 九日市下町 太　田　省　子 正法寺
堀　江　和　夫 九日市中町 田　口　壽　子 正法寺
中　井　純　子 妙楽寺 幸　岡　礼　子 戸牧
毛　利　宏　美 妙楽寺 深　山　津代美 戸牧
宮　垣　伊久代 塩津 池　田　重　男 戸牧
足　立　益　美 弥栄 岡　本　千栄子 高屋
村　田　壅　子 桜通 多　田　奉　子 高屋
西　垣　桂　子 桜通 岡　本彌榮四郎 高屋
栗　原　　　博 大磯 小田垣　公　己 上陰
舩　越　達　三 三坂 岸　田　　　敏 中陰
中　西　義　雄 旭、城上 植　垣　秀　男 中陰
香　川　ひろ子 京口、新 西　村　充　春 下陰
井　上　喜　正 小尾崎、豊田 山　崎　　　基 下陰
桂　　　雅　美 宵田、寺、久保 竹　山　光　子 下陰
川　上　陽　子 本 植　村　俊　秋 福田、栃江
秋　庭　喜　彦 御陵 岡　﨑　直　美 福田
川　﨑　敏　昭 滋茂、円山、中 鞍　留　幸　一 森津、滝、新堂
丸　岡　良　子 西本 岡　本　ノリ子 岩熊、江野、伊賀谷
橋　本　和　久 立野 長谷川　　　勲 今森
森　田　万　紀 大開東、大開西 塩　見　博　已 今森
野　村　茂　子 生田東 田　淵　道　弘 江本
西　川　昭　雄 生田西 宮　田　勝　芳 江本
中　村　和　基 寿 村　尾　輝　士 駄坂、木内、大篠岡
山　本　か　よ 永楽 羽　賀　正　老 中谷、河谷、百合地
西　村　義　弘 亀山、高雄 前　野　崇　子 市谷、中郷、引野
中　谷　志　保 花園 山　本　正　行 圡渕、沖加陽、下加陽
幸　岡　宏　美 桜木 角　田　慈　秀 清冷寺、伏、八社宮
井　上　由　美 小田井 古　田　たかの 小島
三　宅　美代子 西花園 中　田　美　子 瀬戸
前　田　光智子 西花園 石　橋　容　子 瀬戸
中　島　幸　子 西花園 塩　濵　洋　一 津居山
呉　座　幸　榮 西花園 萬　谷　祥　代 津居山
西　垣　　　勉 宮島、一日市 中　田　惠　子 気比、田結
青　田　敏　男 船町、森、山本 井　藤　洋　子 気比
伊　﨑　彌壽雄 金剛寺、野上 大　塚　一　夫 畑上、三原
正　見　敏　治 口鶴井、下鶴井、赤石 田　中　滿　雄 内町、辻、船谷、目坂
稲　葉　世津子 法花寺、祥雲寺、鎌田 中　田　昭　榮 吉井、福成寺、野垣、大谷
上　原　和喜惠 栄町 今　井　芳　弘 奥岩井、宮井、口岩井、庄
小　畑　美八子 下宮、日撫 馬場﨑　和　夫 奥野、市場、三宅
岩　﨑　節　子 上庄境 川　端　英　機 香住
大　友　　　勇 中庄境、本庄境 秋　和　光　男 森尾、立石
黒　田　賢　市 梶原 岡　本　邦　夫 上鉢山、長谷、下鉢山、倉見

城　崎　地　域
氏名 担当地区 氏名 担当地区

天　野　名　雄 元薬師 垣　添　　　透 今津
細　田　準　子 湯の元、御所 児　島　　　均 桃島
坂　田　文一郎 宮本、元、柳 萬　谷　久　司 旭、内島
山　田　まゆみ 南上、南中、弁天 小　幡　弘　明 来日、円山
藤　井　正　道 北松ヶ崎、南松ヶ崎、駅前 今　井　美惠子 簸磯、上山住宅、上山、二見
谷　垣　英　夫 喜多、長崎 垣　谷　　　昇 戸島、結
河　原　二三男 南下、大谷、東山 田　中　加代子 楽々浦、飯谷

市民の皆さんの身近な相談相手

民生委員・児童委員を紹介します
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竹　野　地　域
氏名 担当地区 氏名 担当地区

林　　　広　子 三原 松　下　まさ子 羽入、松本、草飼
田　仲　　　信 桑野本、川南谷、大森、須野谷 明　部　直　身 駅前
岡　田　隆　男 御又、河内、門谷 後　藤　昭　男 宇日、田久日
冨　森　直　文 床瀬、中村、下村 伊　戸　幸太郎 東町
杉　本　　　章 小城、二連原、段、銅山 住　吉　純　一 馬場町、下町
冨　森　とも子 坊岡、森本 佛　生　　　勇 馬場町、中町
大　部　眞知子 林、下塚 谷　岡　眞紀子 上町
笹　山　義　仁 轟、鬼神谷、東大谷、金原 橋　岡　津世子 西町
町　田　直　道 芦谷、小丸、須谷 片　山　直　子 切浜、浜須井、奥須井
杉　垣　敏　弘 和田、阿金谷

日　高　地　域
氏名 担当地区 氏名 担当地区

北　見　美智子 松岡、土居 正　垣　　　稔 国分寺
正　木　　　徹 上郷 多　田　みゑ子 水上、国分寺
田結庄　静　子 府市場、府中新 田　中　正　紀 山本
豊　谷　弘　志 堀、野々庄 山　根　和　代 鶴岡
上　田　　　晄 池上、西芝 道　仲　眞由美 日高
大　植　邦　夫 上石、国府テラス 北　田　健　三 日高
山　田　聰四郎 虹の街、竹貫 山　田　啓　子 日置
井　上　春　夫 藤井、奈佐路、谷、中 北　井　明　美 日吉
沼　田　盛　繁 猪爪、八代、河江、小河江、大岡 山　根　恵　子 篠垣、伊府、佐田
福　井　光　繼 江原 齋　藤　まつ江 知見、森山
長　岡　玲　子 江原 竹　村　美千代 栗山、観音寺
多　田　正　子 東構 佐　中　智恵子 殿、羽尻
上　坂　洋　子 東構 村　尾　敏　子 田ノ口、広井、猪子垣、荒川
長谷川　妙　子 祢布　 和　田　博　明 芝、野、庄境
中　嶋　直　美 宵田 安　堵　恵　美 十戸、頃垣、石井
伊　藤　泰　子 岩中 関　口　香魚子 山宮、栃本
河　本　道　子 浅倉、赤崎 坂　口　美知子 太田、名色
上　坂　タマヱ 久斗 岡　村　裕美子 万場、栗栖野、東河内
伊　原　道　夫 道場、久田谷 原　　　清　美 山田、万劫、稲葉、水口
岡　本　　　勉 夏栗、久田谷

出　石　地　域
氏名 担当地区 氏名 担当地区

竹　中　保　雄 谷山、下谷、材木 吉　岡　嘉　之 福住
宮　﨑　英　一 魚屋、東條 徳　網　武　男 坪口、榎見、和屋、奥山
安　保　徐　子 寺町 石　原　正　利 百合、上野、中野
大　門　敏　夫 寺町 深　田　崇　子 桐野
岩　瀬　　　巧 八木、本町 岸　本　隆　男 日野辺、寺坂
中　西　郁　夫 宵田 加　納　　　茂 水上、長砂、鳥居
濱　中　壽　雄 内町、田結庄 多　田　利　子 森井、丸中、大谷
小　松　真由美 小人、柳 宮　下　洋　子 三木、片間
中　村　信　和 川原 河　本　なみ子 伊豆、福居
森　垣　義　寛 川原 水　嶋　明　美 嶋、田多地、安良
石　田　和　正 松枝、弘原 栁　澤　安喜夫 宮内
千　野　之　雅 細見、荒木 吉　田　準　一 袴狭
水　島　五　美 平田、福見、暮坂 加　藤　幸　洋 口小野、奥小野
川原田　堅　一 鍜冶屋、中村

但　東　地　域
氏名 担当地区 氏名 担当地区

柴　原　初　代 如布 大　石　博　士 矢根
古　川　道　生 赤野 大　石　佐代子 奥矢根、出合市場、南尾、出合
山　本　弘　之 虫生、坂野 衣　川　ともみ 河本、西谷、天谷
小　畑　八枝子 口藤、中藤、奥藤 衣　川　ゆき子 佐々木、相田、小谷
小　西　　　護 奥赤、赤花 植　田　節　美 三原、唐川
奥　田　千　春 坂津、赤花 板　生　知久代 正法寺、平田
橋　本　道　江 畑山 田　中　重　雄 栗尾
塩　川　雅　美 日向、木村、太田 淺　田　鑑　三 佐田、久畑
森　本　英　樹 東里、西野々、高龍寺 石　坪　奈奈美 後、東中、小坂
山　本　　　茂 水石、畑 桒　垣　享　文 大河内、薬王寺

主任児童委員
氏名 担当地区 氏名 担当地区

宮　垣　明　子 豊岡地域 吉　谷　美智子 日高地域
深　山　義　行 豊岡地域 松　原　幸　子 日高地域
西　村　貴　子 豊岡地域 中　西　美也子 出石地域
西　垣　浩　文 城崎地域 松　本　千　尋 出石地域
大　梅　晴　美 城崎地域 小　山　千　尋 但東地域
小　高　希世子 竹野地域 大　石　義　博 但東地域
古　保　初　代 竹野地域
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年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る

妻
」や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

■「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校（
修
業
年
限

1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学

す
る
方
で
す
。

■「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
に
要
件
が

あ
り
、
添
付
書
類
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
市

役
所
市
民
課
、
各
支
所
市
民
福

祉
係
、
ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務

　

国
民
年
金
は
、
高
齢
に
な
っ
た

と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活

を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組

み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公

的
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
続
け
る
こ
と
で
、
高
齢
に
な
っ
た

と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

■
将
来
の
大
き
な
支
え

に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
た
め
安
定
し
て

お
り
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

■
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
高
齢
に
な
っ

た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
、
ま
た
、
遺
族

所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
4
月
末
の
国
民
年
金

保
険
料
口
座
振
替
分
か
ら
、
割
引

額
が
よ
り
大
き
な「
2
年
前
納
」が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト

①
2
年
間
で
1
万
4
千

円
程
度
の
割
引

②
2
年
前
納
の
全
額
が
そ
の
年
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

③
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

納
め
忘
れ
を
防
げ
る

▽
申
込
方
法

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機

関
ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務
所
で
2

月
28
日（
金
）ま
で
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
申
込
用
紙

は
、
12
月
末
か
ら
豊
岡
年
金
事
務

所
、
金
融
機
関
、
市
役
所
市
民
課
、

ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
係
に
備

え
付
け
る
予
定
で
す
。

　

引
き
落
と
し
日
は
平
成
26
年
4

月
30
日（
水
）で
す
。

※
口
座
に
よ
る
前
納
制
度
は
、
他

に
1
年
前
納
、
6
カ
月
前
納
、

1
カ
月
の
早
割
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
お
よ
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る

年
金
は
、
所
得
税
法
上「
雑
所
得
」

と
し
て
、
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成

25
年
分
の
源
泉
徴
収
票
を
、
平
成

26
年
1
月
中
旬
か
ら
末
ま
で
に
年

金
受
給
者
に
発
送
し
ま
す（
障
害

年
金
、
遺
族
年
金
は
非
課
税
の
た

め
発
送
し
ま
せ
ん
）。

　

2
つ
以
上
の
扶
養
親
族
等
申
告

書
を
提
出
し
て
い
る
方
や
、
年
金

以
外
に
給
与
等
の
所
得
が
あ
る
方
、

ま
た
は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
の

合
計
額
が
各
種
所
得
控
除
の
合
計

額
を
超
え
る
方
な
ど
は
、
確
定
申

告
の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

①
1
年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の

総
額

②
社
会
保
険
料
の
金
額（
介
護
保

険
料
額
等
）

③
源
泉
徴
収
税
額

④
控
除
内
容

※
65
歳
未
満
で
年
金
の
支
給
額
が

1
0
8
万
円
に
満
た
な
い
方
と

65
歳
以
上
で
年
金
の
支
払
額
が

1
5
8
万
円
に
満
た
な
い
方
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

　

基
礎
年
金
番
号
を
用
意
し
て
下

記
の
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
豊

岡
年
金
事
務
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

口
座
振
替
で
の

「
2
年
前
納
」が
始
ま
り
ま
す

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
が

届
き
ま
す

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●
1
月
11
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
1
月
6
日（
月
）・
14
日（
火
）・

20
日（
月
）・
27
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ
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毎
月
第
2
水
曜
日
は

　
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　
第
16
回
は
1
月
8
日（
水
）

11
月
の
結
果

・
参
加
事
業
者
数

：

14
団
体

・
個
人
参
加
の
市
民

：

4
人

・
参
加
総
数

：

1
4
4
人

・
二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）の
削
減

量

：

約
3
3
4
キ
ロ
グ
ラ
ム

・
マ
イ
カ
ー
を
自
粛
し
た
距
離

：

1
4
4
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
豊

岡

－

東
京
間
1
往
復
の
距
離
）

◆
第
3
期「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」を
実
施
中
で
す（
10
月
〜

平
成
26
年
3
月
）。
事
業
所
の

方
も
個
人
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
企
業
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
、
市
民
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
の
対
象
で
す
。

《
登
録
・
報
告
・
問
合
せ
》
都
市

整
備
課
交
通
政
策
係

　

☎
23

1
7
1
2

◆
一
般
の
部

生
か
さ
れ
て
今
一
日
に
手
を
合
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
宮
玉
代
）

「
ま
だ
い
け
る
」そ
う
い
う
目
線
で

考
え
よ
う　
　
　
　
（
下
村
浩
子
）

も
っ
た
い
な
い
レ
ジ
の
袋
を
無
く

し
ん
さ
い　
　
　
　
（
新
谷　

肇
）

「
持
ち
帰
る
！
」パ
ッ
ク
持
参
の
準

備
よ
さ　
　
　
　
　
　
　
（
湘
路
）

ダ
ン
シ
ャ
リ
と
も
っ
た
い
な
い
と

の
板
ば
さ
み　
　
　
（
杉
山
登
美
）

青
い
星
水
も
空
気
も
も
っ
た
い
な

い　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
良
二
）

身
の
丈
を
知
っ
て
身
辺
整
理
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
瀬
野　

葉
）

地
球
へ
の
愛
を
表
す
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
岡　

弘
）

考
え
よ
う
お
か
ず
も
服
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル　
　
（
高
尾
伊
津
美
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

ち
ょ
っ
と
待
て
そ
の
服
そ
の
物
リ

ユ
ー
ス
へ　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

つ
な
が
ろ
う
も
っ
た
い
な
い
の
精

神
で　
　
　
　
　
　
（
二
位
雪
奈
）

お
と
し
玉
う
れ
し
い
け
ど
も
ポ
ー

チ
捨
て　
　
　
　
　
　
（
ロ
ロ
ン
）

買
う
前
に
必
要
な
の
か
考
え
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　
地
域
・
運
行
事
業
者
・
市
の
協
働
で
取
り
組
む
神
鍋
線「
上
限

2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
に
つ
い
て
、
第
二
期
実
験
の
取
り
組
み
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
!

〜
次
世
代
に
バ
ス
を
残
す
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
は
〜

4

̶

11
月
の
利
用
実
績

　

第
二
期
社
会
実
験
開
始
か
ら
8

カ
月
間
の
利
用
実
績
は
、
対
前
年

比
の
1
3
、4
9
7
人
増
で
利
用

が
伸
び
て
い
る
一
方
、
目
標
に
対

し
て
は
88
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
の
達

成
率
で
し
た
。
特
に
、
毎
月
第

二
水
曜
日
に
実
施
の「
豊
岡
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー
」で
は
、
多
く
の

沿
線
地
域
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ

て
お
り
、
11
月
13
日（
水
）に
は
1

日
当
た
り
の
利
用
者
が
5
5
7

人
、
1
日
当
た
り
の
目
標
に
対
し

1
6
8
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」が
利

用
促
進
の
機
会
創
出
の
役
割
を
十

分
に
果
た
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

冬
期
ダ
イ
ヤ
の
改
正
に
つ
い
て

　

冬
期
の
道
路
状
況
な
ど
を
勘
案

し
た
ダ
イ
ヤ
に
改
正
し
ま
し
た
。

《
ダ
イ
ヤ
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
》

○
早
朝
の
通
学
通
勤
エ
ク
ス
プ
レ

ス
便
は
、
確
実
な
電
車
接
続
を

確
保
す
る
た
め
、
出
発
を
5
分

繰
上
げ

○
小
型
車
両
で
、
き
め
細
か
な
運

行
ル
ー
ト
で
好
評
の「
ぼ
ち
ぼ

ち
便
」に
つ
い
て
、
冬
期
の
道

路
状
況
を
勘
案
し
、
一
部
ル
ー

ト
を
変
更
し
て
運
行
を
継
続

○
そ
の
他
、
一
部
便
に
つ
い
て
運

行
ル
ー
ト
を
変
更
し
、
よ
り
安

定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

沿
線
地
区
報
告
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

今
年
7
月
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
57
パ
ー
セ
ン
ト
も

の
方
々
が
、
今
も
行
動
に
変
化
が

な
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
こ

の
社
会
実
験
で
は「
地
域
の
み
ん

な
が
広
く
利
用
す
る
」こ
と
が
重

要
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に「
利
用
」と
い
う
カ
タ
チ
で
参
加

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
区
の
総
会
な
ど
の
機
会
を
利
用

し
て
、
利
用
状
況
と
利
用
促
進
の

必
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
促
進
の
輪
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す

　

利
用
状
況
の
報
告
を
受
け
て
、

地
元
で
は
区
や
老
人
会
な
ど
、
各

団
体
ご
と
で
の
乗
車
運
動
の
取
り

組
み
が
、
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
社
会
実
験
の

必
要
性
を
訴
え
、「
地
区
ご
と
に
利

用
目
標
を
設
定
す
る
な
ど
地
区
を

挙
げ
た
乗
車
運
動
」に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

目標と利用実績の比較（8カ月時点比較）

目標 H23.10－H24.5
（第1期）

H25.4－11
（第2期）

80,668人
58,063人
（72.0％）

71,560人
（88.7％）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

▲神鍋線ナビ

▲乗車運動と報告会の様子



　
「
チ
ク
タ
ク
」は
、
地
元
関
係
者

で
組
織
す
る
運
営
協
議
会
が
主

体
と
な
っ
て
運
行
す
る「
地
域
の
、

地
域
に
よ
る
、
地
域
の
た
め
の
」

公
共
交
通
で
す
。

　

12
月
２
日
、
市
役
所
但
東
支
所

で
、「
チ
ク
タ
ク
」市
内
4
例
目
の

「
チ
ク
タ
ク
合
橋
」の
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
1
日
、
国
道
4
2
6
号
豊

岡
バ
イ
パ
ス
開
通
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
バ
イ
パ
ス
は
、
豊
岡
病
院

前
交
差
点（
戸
牧
）か
ら
円
山
大
橋

西
詰
交
差
点（
九
日
市
下
町
）ま
で

の
約
1
・
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

間
で
、
市
中
心
市
街
地
の
交
通
渋

滞
解
消
と
豊
岡
病
院
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
を
図
る
道
路
で
す
。
平
成

14
年
度
に
工
事
着
手
し
、
こ
の
ほ

ど
、
最
終
工
区
の
第
3
工
区
工
事

（
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
と
立
体
交
差
す

る
区
間
）が
完
成
し
、
全
線
開
通

し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
行
政
や
地
元
関
係
者

　

式
典

の
後
、

関
係
者

が
見
守

る
中
、

第
１
便

が
出
発

し
ま
し

た
。

な
ど
が
参
列
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

の
後
、
八
条
小
学
校
音
楽
ク
ラ
ブ

を
先
頭
に
、
約
3
5
0
人
が
通
り

初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
は
、
北

近
畿
豊
岡
自
動
車
道
に
つ
な
が
る

予
定
で
、
地
域
の
活
性
化
に
も
大

き
く
貢
献
し
ま
す
。

　

市
は
、外
国
人
観
光
客
誘
致
事
業

の
一
環
と
し
て
、11
月
4
日
か
ら
7

日
ま
で
、ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た

欧
州
最
大
規
模
の
旅
行
博「
Ｗ
Ｔ
Ｍ

2
0
1
3
」に
出
展
し
ま
し
た
。

　

日
本
ブ
ー
ス
に
は
、
豊
岡
以
外

に
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
、
沖
縄

が
出
展
し
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
真
野
副
市
長
と

職
員
、
城
崎
温
泉
関
係
者
が
参
加

し
、
城
崎
温
泉
な
ど
豊
岡
市
の
販

売
促
進
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
W
T
M
2
0
1
3
」終

了
後
は
、
豊
岡
へ
の
誘
客
に
向
け

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た
め
、

J
N
T
O（
日
本
政
府
観
光
局
）パ

リ
事
務
所
や
パ
リ
市
の
観
光
案
内

所
、兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
パ
リ
事

務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る

誘
客
活
動
は
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
未

開
拓
で
、
潜
在
需
要
が
大
き
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

豊
岡
・
城
崎
は
、「
世
界
一
の
シ

ェ
ア
を
持
つ
英
語
版
旅
行
ガ
イ
ド

『l

ロ
ン
リ
ー

onely p

プ
ラ
ネ
ッ
ト

lanet

』で
ナ
ン
バ
ー
1

の
温
泉
の
町
に
選
ば
れ
て
い
る
と

い
う
一
言
で
、
京
都
・
大
阪
を
訪

ね
る
外
国
人
観
光
客
の
心
を
つ
か

め
る
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
海
外
報
道
機
関

8
社
の
ツ
ア
ー
を
来
年
2
月
に
誘

致
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
①
京
阪
神
を
起
点
と
し

た
外
国
人
観
光
関
係
者
と
の
連
携

②
外
国
人
向
け
の
豊
岡
観
光
ル
ー

ト
づ
く
り
③
海
外
向
け
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
④
J
N
T
O
や
自
治

体
国
際
化
協
会
、
県
パ
リ
事
務
所

な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
外
国
人

誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
11
月
】

11
日
・
豊
岡
市
秋
の
美
術
展（
〜

22
日
）

18
日
・
若
狭
・
丹
後
・
但
馬
中
日

本
海
交
流
会
議

19
日
・
2
0
1
2「
植
村
直
己
冒

険
賞
」特
別
賞
受
賞
者
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
等（
〜
20
日
）

22
日
・
仲
田
光
成
記
念　

豊
岡
全

国
か
な
書
展（
〜
24
日
）

25
日
・
市
政
懇
談
会（
城
崎
）

　
　

・
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ

ー
プ
レ
事
業「
平
田
オ
リ

ザ
ま
ち
か
ど
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
」

　
　
　
（
〜
26
日
、12
月
17
・
18
日
）

26
日
・
宇
宙
教
育
出
前
授
業（
〜

27
日
、
12
月
2
・
3
日
）

28
日
・
豊
岡
市
消
防
本
部
年
末
警

戒
発
隊
式

29
日
・
市
議
会
開
会（
〜
12
月
25

日
）

　
　

・
除
雪
隊
発
隊
式

【
12
月
】

1
日
・
と
よ
お
か
景
観
フ
ォ
ー
ラ

ム
2
0
1
3

　
　

・
国
道
4
2
6
号
豊
岡
バ
イ

パ
ス
開
通
式

2
日
・「
チ
ク
タ
ク
合
橋
」出
発
式

10
日
・
新
潟
県
三
条
市
に
避
難
し

て
い
る
東
日
本
大
震
災
被

災
者
へ
贈
り
物
発
送

▲法被姿で商談する真野副市長

▲国道426号豊岡バイパス通
り初めの様子▲出発式でのテープカット

〜
地
域
が
守
る
公
共
交
通
〜

「
チ
ク
タ
ク
合
橋
」出
発
式
開
催

〜
念
願
の
全
線
開
通
を
祝
う
〜

国
道
４
２
６
号
豊
岡
バ
イ
パ
ス
開
通
式
開
催

〜
外
国
人
観
光
客
誘
客
促
進
の
取
組
み
〜

Ｗ
Ｔ
Ｍ（world travel market)

２
０
１
３
へ
の
出
展
＆
パ
リ
訪
問
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平
成
16
年
の
台
風
23
号
か
ら
の

復
旧
は
、
膨
大
な
作
業
で
し
た
。

国
の
補
助
事
業
の
多
く
は
ル
ー
ル

上
、
平
成
17
年
度
末
に
は
完
成
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
が
、

川
の
工
事
は
6
月
か
ら
10
月
の
間

は
行
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

し
か
も
そ
の
冬
は
大
雪
で
、
土
木

工
事
が
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

多
く
の
川
に
関
す
る
工
事
が
、

未
完
成
の
ま
ま
4
月
を
迎
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
補
助
金
は
既
に
国

か
ら
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
4
月
中
旬
、
職
員
が

市
長
室
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。「
実

は
工
事
は
完
成
し
て
い
ま
せ
ん
」

「
な
に
！
で
は
、
補
助
金
は
返
還

し
ろ
！
」私
は
ど
な
り
ま
し
た
。

「
で
き
ま
せ
ん
！
」「
な
ぜ
だ
？
」

　

ル
ー
ル
は
、
工
事
を
中
断
し
、

未
完
成
部
分
は
補
助
金
を
返
還
し
、

改
め
て
市
で
予
算
化
す
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
議
会
の
議
決
は
早
く

て
も
6
月
。
し
か
も
川
の
工
事
は

10
月
ま
で
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
間

に
ま
た
台
風
が
襲
っ
て
、
復
旧
が

未
完
成
で
無
防
備
な
部
分
が
や
ら

れ
て
ま
た
被
害
が
出
た
ら
市
民
に

申
し
開
き
が
で
き
な
い
。

　

議
論
は
延
々
と
続
き
、
最
後
に

決
め
ま
し
た
。「
分
か
っ
た
。
安
全

優
先
だ
。
工
事
は
続
行
し
ろ
。
完

成
を
急
げ
。
し
か
し
ど
う
せ
ば
れ

る
。
そ
の
と
き
は
、
責
任
を
取
る
」

　

平
成
18
年
、
別
の
市
で
同
様
の

事
実
が
発
覚
し
、
豊
岡
に
も
目
が

向
け
ら
れ
ま
し
た
。
職
員
に
は
、

「
絶
対
う
そ
を
つ
く
な
」と
言
い
渡

し
、
記
者
会
見
を
行
い
、
事
情
を

説
明
し
ま
し
た
。
新
聞
に
は
、「
豊

岡
市
不
正
受
給
」と
い
う
み
だ
し

が
躍
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
県
と
国

土
交
通
省
、
会
計
検
査
院
に
お
わ

び
に
行
き
ま
し
た
。「
ど
の
よ
う
な

処
分
も
受
け
ま
す
」

　

結
局
、「
工
事
は
必
要
な
工
事

だ
っ
た
。
が
、
事
務
処
理
は
不

適
切
」と
し
て
、
事
務
へ
の
補
助

1
2
6
万
円
の
み
返
還
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
自
分

の
給
与
全
額
を
１
カ
月
カ
ッ
ト
し

ま
し
た
。

　

数
日
後
、
散
髪
に
行
き
ま
し
た
。

帰
り
に
代
金
を
払
お
う
と
す
る
と
、

首
を
振
っ
て
い
ま
す
。「
あ
な
た
か

ら
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
」

　

泣
き
そ
う
な
思
い
で
、
家
路
に

就
き
ま
し
た
。

台
風
23
号
始
末
記

74

▲書初めで『午』を書く玄さん

　

2
0
1
4
年
の
年
賀
状
用
イ
ラ

ス
ト
と
し
て
、
今
年
も
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト「
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
」の
イ

ラ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
豊
岡
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

〜「
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
」と
一
緒
に

新
年
を
祝
う
〜

年
賀
状
用
の「
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
」

イ
ラ
ス
ト
を
作
り
ま
し
た

◀
石
工
職
人
と
し
て
、「
但
馬
」
を
彫
る
玄

さ
ん

～市長と語る～
　女性いきいきトーク
　市長が「豊岡のまちづくり」について語ります。
　あなたの「豊岡への熱い思い」を、ぜひ聞かせてください。
　参加資格は女性であること。一人でも、二人でも、気軽にお越しください。

◆対象者　市内在住、在勤または在学の女性（お
おむね16歳以上）※個人を対象
◆内容　
　中貝市長が豊岡市のまちづくりなどについて
話した後、皆さんの感想を聞き、意見交換します。
市長の話以外の質問・提言も伺います。
◆募集人数　30人程度
◆開催日時・場所

◆申込方法　住所、氏名、連絡先（電話番号、ファ
ックス、メールアドレスなど）を記入の上、郵送、
ファックス、またはメールで申し込みください。
◆申込期限　１月15日（水）
《申込み・問合せ》
　秘書広報課広報・交流係
　☎23-1111　FAX24-1004
　メールアドレス　kouhou@city.toyooka.lg.jp

日程 時間 場所
１月25日（土） 10：00～11：30 豊岡市役所竹野支所

※豊岡市役所、城崎・日高・出石・但東支所での開催は、２月を予定しています。

女性限定
参加者募集
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自
身
の
経
験
を
も
と
に
、
ご
は
ん
食
の
良
さ
を
伝
え
る

元
気
な
女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

田
中
香
代
子
さ
ん（
69
歳
）寿
町

人
と
の
出
会
い
、つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

若
い
世
代
に
ご
は
ん
食
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い料理教室の様子

広
が
り
、
知
り
合
い
の
方
か
ら
食

材
を
い
た
だ
く
こ
と
も
増
え
、
そ

の
食
材
を
ど
う
生
か
す
か
を
考
え

る
毎
日
。

　

田
中
さ
ん
は「
3
〜
4
年
前
か

ら
小
学
生
の
孫
と
も
一
緒
に
暮
ら

す
よ
う
に
な
り
、
孫
に
ご
飯
の
炊

き
方
や
み
そ
汁
の
作
り
方
を
教
え

る
と
、
今
で
は
毎
朝
の
み
そ
汁
作

り
は
孫
の
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
孫
を
含
め
、
子
ど
も
た
ち

は
い
ず
れ
家
か
ら
離
れ
て
自
立
し

ま
す
。
い
つ
か
孫
と
同
じ
よ
う
な

年
代
の
子
ど
も
た
ち
に
も
料
理
を

教
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

な
」と
話
し
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
「
今
は
忙
し
く
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、
新
た
に
料
理
教

室
の
申
込
者
が
あ
っ
て
も
お
断
り

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
興
味
を

持
っ
て
申
し
込
ん
で
も
ら
っ
た
方

を
断
る
の
は
辛
い
で
す
」と
申
し

訳
な
さ
そ
う
に
話
す
田
中
さ
ん
。

今
後
の
抱
負
を
聞
く
と
、「
お
か
げ

さ
ま
で
、
多
く
の
方
と
出
会
い
、

楽
し
い
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
な

り
に
住
ん
で
い
る
地
域
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
、
80
歳
、
90

歳
を
元
気
に
過
ご
し
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

料理教室の様子

い
、
食
べ
る
』こ
と
は
、
地
域
に

と
っ
て
、
良
い
循
環
が
生
ま
れ
て

い
る
の
で
は
と
田
中
さ
ん
は
誇
ら

し
げ
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
と

き
に
は
、
自
分
に
協
力
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
、
餅
を
販
売

し
て
売
上
金
の
全
額
を
被
災
地
に

寄
付
し
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
地

震
の
起
き
た
3
月
に
な
る
と
、
餅

を
販
売
し
、
寄
付
を
続
け
て
い
ま

す
。
田
中
さ
ん
は「
10
年
は
続
け

た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
田

中
さ
ん
で
す
が
、
空
い
た
日
に
は
、

趣
味
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
体
を
動

か
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
所
属

す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
、

月
に
数
回
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

食
の
大
切
さ

　

栄
養
士
と
し
て
働
い
て
い
た
と

き
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
栄
養
値
や
地

産
地
消
と
い
う
こ
と
ば
か
り
に
注

意
を
払
っ
て
い
ま
し
た
。
教
室
で

料
理
と
向
き
合
う
よ
う
に
な
り
、

改
め
て
料
理
を
楽
し
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
そ
の
お
か
げ
か
、
最

近
、
息
子
か
ら『
前
よ
り
お
い
し

く
な
っ
た
ね
』と
言
わ
れ
ま
す
」と

笑
っ
て
話
す
田
中
さ
ん
。

　

今
で
は
料
理
教
室
が
口
コ
ミ
で

　

毎
月
五
つ
の
料
理
教
室
で
講
師

を
務
め
る
田
中
さ
ん
。

　

田
中
さ
ん
は
、
豊
岡
病
院
で
約

40
年
間
、
栄
養
士
と
し
て
勤
め
て

い
ま
し
た
。
退
職
後
、
神
戸
大
学

名
誉
教
授
の
保
田　

茂
さ
ん
の

「
食
と
農
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

を
聞
き
、
ご
は
ん
食
の
大
切
さ
に

改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
3
〜
4
年
前
に
自
宅

を
改
装
し
、
食
工
房「
耕こ
う

但た
ん

キ
ッ

チ
ン
」を
開
設
し
ま
し
た
。
工
房

で
は
、
お
店
に
出
す
惣
菜
な
ど
を

作
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
良
い
循
環
が

 

生
ま
れ
て
い
る

　

田
中
さ
ん
は
、
馴
染
み
の
農
家

と
契
約
し
、
餅
米
や
小
豆
な
ど
の

栽
培
を
依
頼
し
、
料
理
教
室
の
食

材
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
実

り
の
時
期
に
な
る
と
、
教
室
の
生

徒
た
ち
と
一
緒
に
収
穫
し
ま
す
。

今
年
初
め
て
若
い
お
母
さ
ん
た
ち

に
も
声
を
掛
け
、
収
穫
に
参
加
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
後
日
、
参
加

で
き
な
か
っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
か

ら「
私
た
ち
も
収
穫
し
た
か
っ
た
」

と
い
う
声
を
聞
き
、
来
年
の
開
催

に
も
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
『
農
家
に
栽
培
を
依
頼
し
、
若

い
お
母
さ
ん
た
ち
が
収
穫
体
験
を

し
、
収
穫
し
た
も
の
の
調
理
を
習

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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受
け
継
が
れ
る
伝
統
と
絆

出
石
町
大
名
行
列
保
存
会

　
「
出
石
お
城
ま
つ
り
」の
華
と
し

て
知
ら
れ
る「
大
名
行
列
」。
そ
の

歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
に
始
ま

り
、
現
在
は
、
出
石
地
域
在
住
の

有
志
か
ら
な
る「
出
石
町
大
名
行

列
保
存
会
」に
よ
っ
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

大
名
行
列
の
一
番
の
見
せ
場
は
、

何
と
い
っ
て
も「
槍
振
り
」。
独
特

の
掛
け
声
に
合
わ
せ
、

一
斉
に
槍
を
投
げ
る
様

は
圧
巻
で
す
。
ま
た
、

片
手
で
槍
を
投
げ
る
所

作
や
、
カ
ツ
ラ
に
わ
ら

じ
と
い
う
本
格
的
な
装

い
は
、
全
国
的
に
も
珍

し
く
、
各
地
に
多
く
の

フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。

　

ま
つ
り
の
主
役
で
あ
る
大
名
行

列
で
す
が
、
そ
の
華
や
か
さ
は
、

地
道
な
努
力
と
熱
意
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　

保
存
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

の
方
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
練
習
は
、
み
ん
な
が
集
ま
る

こ
と
の
で
き
る
午
後
8
時
か
ら
行

い
ま
す
。
わ
ず
か
な
明
か
り
の
中
、

大
手
前
駐
車
場
で
、
黙
々
と
全
体

練
習
に
励
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
供
大
名
行
列
」の
指

導
も
重
要
な
活
動
で
す
。
毎
年
、

中
学
一
年
生
を
、
夏
と
秋
に
一
週

間
ず
つ
指
導
し
て
、
槍
振
り
が
で

き
る
状
態
に
ま
で
仕
上
げ
ま
す
。

　

指
導
は
、
夏
は
午
前
7
時
か
ら
、

秋
は
午
後
4
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

仕
事
の
前
後
や
、
仕
事
を
休
ん
で

指
導
す
る
の
は
大
変

で
す
が
、
槍
振
り
を

通
し
て
伝
統
文
化
に

触
れ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
に
郷
土
愛

を
育
ん
で
も
ら
い
た

い
と
の
強
い
思
い
が

支
え
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
醍
醐
味
を

会
長
の
西
川
秀
雄
さ
ん
と
事
務
局

長
の
加
藤　

勉
さ
ん
に
尋
ね
る
と

「
仲
間
と
の
出
会
い
」と
の
こ
と
。

こ
の
会
が
な
け
れ
ば
、
ま
ず
知
り

合
わ
な
か
っ
た
方
た
ち
が
、
大
名

行
列
を
通
じ
て
無
二
の
仲
間
に
な

る
！
今
年
で
1
5
0
年
目
を
迎
え

る
伝
統
行
事
は
、
伝
統
だ
け
で
な

く
、
現
代
の
人
の
絆
づ
く
り
に
も

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

▲暗い中、練習に励むメンバー

　

11
月
23
日
、
来
日
岳（
城
崎
町
来
日
）か
ら
城

崎
温
泉
街
に
か
け
て
、「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

1
1
0
㎞
ウ
ォ
ー
ク
in
来
日
岳
」が
開
催
さ
れ
、

約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
普
及
啓
発
専
門
員
の
三
木
武
行
さ

ん
は「
来
日
岳
に
は
、
中
新
世（
約
2
千
万
年
前
）

の
植
物
の
化
石
が
あ
ち
こ
ち
に
転
が
っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
中
国
大
陸
の
一
部
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
」と
、
地
質
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

登
頂
後
、
休
憩
し
て
い
た
川
渕
茂
行
さ
ん（
日

高
町
太
田
）は「
円
山
川
な
ど
の
景
色
が
と
て
も
き

れ
い
で
す
。
道
中
で
は
、
紅
葉
や
雲
海
も
楽
し
め

ま
し
た
」と
満
足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。　

12
月
10
日
、
新
潟
県
三
条
市
で
暮
ら
す
東
日
本

大
震
災
被
災
者
へ
、
贈
り
物
を
届
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
、「
豊
岡
市
土
地
改
良
協
議
会
」「
二
方
蒲
鉾

㈱
」「
㈱T

eam
s

」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
支

縁
の
和
」か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
野
菜
・
餅
・
練

り
製
品
・
折
り
紙
に
、
市
か
ら
の
玄
さ
ん
ク
ッ
キ

ー
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
添
え
た
も
の
で
す
。

　

同
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、
当

日
、
箱
詰
め
作
業
も
行
い
、
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
の
協

力
を
得
て
発
送
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
小
西
勝
市
さ
ん
は
、「
農
業
後
継
者

グ
ル
ー
プ
が
作
っ
て
い
る
野
菜
で
す
。
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
１
１
０
㎞
ウ
ォ
ー
ク

来
日
岳
の
成
り
立
ち
に
思
い
を
は
せ
て

東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の
贈
り
物

今
年
も「
応
援
す
る
心
」を
届
け
ま
す

▲植物化石から当時の環境を想像する参加者

▲12種の品と色紙、市長メッセージを70箱に詰めた

※「笑顔の輪」の拡充版を市ホームページに掲載しています広報とよおか　2013.12.2515



く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
57

　
〜
マ
ル
チ
商
法
に
ご
用
心
！
〜

　

本
来
の
目
的
を
隠
し
て
、
講
演

会
や
食
事
会
な
ど
と
誘
い
出
し
、

「
知
人
に
売
る
だ
け
で
簡
単
に
も

う
か
る
」「
紹
介
料
が
た
く
さ
ん
入

る
」な
ど
と
言
っ
て
、
マ
ル
チ
商

法
の
契
約
を
結
ば
せ
る
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
、S
N
S（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
）で
知
り
合
っ
た
人
な

ど
か
ら
勧
誘
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増

え
て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

マ
ル
チ
商
法
っ
て
?

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
し
て
、

次
は
自
身
が
買
い
手
を
探
し
、

次
々
に
販
売
組
織
に
加
入
さ

せ
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
式
に
拡
大

さ
せ
て
い
く
商
法
で
す
。

　

実
際
は
、
販
売
組
織
の
会

員
に
な
っ
て
も
販
売
成
果
を

上
げ
ら
れ
ず
、
借
金
が
残

っ
て
被
害
者
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
自
ら
が
勧
誘
・
販
売

す
る
こ
と
で
加
害
者
と
な

り
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
り

と
、
非
常
に
問
題
の
起
こ
り

や
す
い
取
引
形
態
で
す
。

入
に
つ
な
が
れ
ば
マ
ー
ジ
ン
が
入

る
ら
し
い
が
、
知
人
か
ら
怪
し
い

組
織
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
。

高
額
で
も
あ
る
の
で
、
解
約
し
た

い
。消

費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

友
人
か
ら
の
誘
い
で
あ
っ
て
も

必
要
の
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
友
人
を
勧

誘
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
と
の
関

係
を
壊
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る

こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　

販
売
が
う
ま
く
い
け
ば
す
ぐ
に

返
済
で
き
る
と
、
消
費
者
金
融
な

ど
で
借
金
を
さ
せ
て
支
払
い
を
迫

る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
安

易
に
借
金
を
す
る
と
多
重
債
務
に

陥
る
危
険
性
が
あ
り
要
注
意
で
す
。

　

マ
ル
チ
商
法
は
、
契
約
後
で
も
、

20
日
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
中
途
解

約
も
可
能
で
す
。

　

安
易
に
甘
い
言
葉
を
信
じ
て
契

約
せ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら

す
ぐ
に
、
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談

室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
事
例
1

　

知
人
に
誘
わ
れ
、
美
容
の
講
演

会
に
行
っ
た
ら
、
洗
剤
な
ど
の
マ

ル
チ
商
法
の
勧
誘
だ
っ
た
。

　

断
り
き
れ
ず
会
員
登
録
を
し
た

が
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
。

相
談
事
例
2

　

S
N
S
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た

人
に
、「
加
入
し
て
仲
間
を
増
や
せ

ば
将
来
に
つ
な
が
る
」と
勧
誘
さ

れ
、
興
味
を
持
っ
た
。
加
入
す
る

に
は
約
50
万
円
の
資
産
運
用
ソ
フ

ト
が
必
要
と
言
わ
れ
、
借
金
を
し

て
ソ
フ
ト
を
購
入
し
た
。
こ
の
組

織
は
、
人
を
紹
介
し
、
ソ
フ
ト
購

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

　

市
で
は
、
環
境
行
動
の
成
果
が
形
と
な
っ
て
表
れ
、
実
感
で
き
る

仕
組
み「
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
抽
選
会
や
賞

品
な
ど
の
情
報
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
☎
23

－

4
4
8
0

23

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

　
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
⑯

エ
コ
ポ
イ
ン
ト　

ト
ピ
ッ
ク
ス
⑪

《
ｅエ
コｃｏ
検
定
を
知
っ
て
ま
す
か
？
》

　

英
語
検
定
、
但
馬
検
定
な
ど
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
多
く
の

検
定
試
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

つ
に
、
環
境
全
般
の
理
解
度
を
測

る
環
境
社
会
検
定
試
験
、通
称「
ｅ

ｃ
ｏ
検
定
」が
あ
り
ま
す
。

　
ｅｃｏ
検
定
は
、環
境
教
育
の
入

門
編
と
し
て
、
学
生
か
ら
社
会
人

ま
で
幅
広
い
方
が
受
験
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
約
30
万
人
が
受

験
し
、
約
18
万
人
の
検
定
試
験
合

格
者
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
ｅｃｏ
検
定
は
毎
年
2
回
、
7
月

と
12
月
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
豊

岡
商
工
会
議
所
で
受
験
で
き
ま

す
。
見
事
合
格
し
た
方
に
は
、
合

格
証
が
送
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
市

役
所
窓
口
に
持
っ
て
く
る
と
、
市

民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
5
ポ
イ
ン
ト
を

も
ら
え
ま
す（
第
12
回
試
験
以
降

が
交
付
対
象
）。
ま
だ
受
験
し
て

い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
験
資
格　

学
歴
・
年
齢
・
性

別
・
国
籍
の
制
限
な
し

▽
受
験
料　

5
2
5
0
円（
平
成

25
年
度
）

▽
出
題
形
式
・
合
格
基
準　

マ
ー

ク
シ
ー
ト
に
よ
る
選
択
問
題
。

制
限
時
間
2
時
間
。
1
0
0
点

満
点
と
し
、
70
点
以
上
で
合
格

▽
問
合
せ

○
東
京
商
工
会
議
所
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kentei.org/

○
東
京
商
工
会
議
所
検
定
セ
ン
タ
ー

☎
03

3
9
8
9

0
7
7
7

（
午
前
10
時
〜
午
後
6
時
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く

▲eco検定合格証
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１
歳
お
め
で
と
う
！
あ
っ
と
い
う

間
に
大
き
く
な
っ
た
ね
。こ
れ
か
ら

も
元
気
に
す
く
す
く
成
長
し
て
ね
。

（
父 

祐
樹
・
母 

円
、百
合
地
）

石谷大
や ま と

和 ちゃん
（平成24年11月15日生）

　

見
聞
き
す
る
も
の
全
て
に
好
奇
心

い
っ
ぱ
い
の
龍
星
。た
ま
に
見
せ
る

ク
ー
ル
さ
が
魅
力
だ
ね
。　

（
父 

吉
宣
・
母 

泰
子
、城
崎
町
戸
島
）

垣谷龍
りゅう

星
せい

ちゃん
（平成24年12月27日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で２歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

▽
吉
森
重
男（
竹
野
町
和
田
）

平
成
25
年
度

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
功
労
者
表
彰

▽
升
田
康
博（
法
花
寺
）

平
成
25
年
度

兵
庫
県
教
育
長
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰

▽
資
母
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
但
東
町

中
山
）

平
成
25
年
度
緑
の
少
年
団
の

つ
ど
い（
活
動
発
表
会
）

（
10
月
14
日
、
神
戸
市
）

■
最
優
秀
賞

▽
福
住
緑
の
少
年
団（
出
石
町
福
住
）

平
成
25
年
度
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
大
会

（
10
月
31
日
、
神
戸
市
）

■
県
知
事
表
彰

▽
大
石
清せ

い

喜き（
但
東
町
矢
根
）

第
46
回
兵
庫
県

青
少
年
補
導
委
員
大
会

（
10
月
29
日
、
三
田
市
）

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
知
事

感
謝

▽
柿
坂
房
子（
寿
町
）

▽
木
下
正
明（
泉
町
）

▽
九
谷
和
子（
津
居
山
）

▽
畠
中
秀ひ

で

法の
り（
立
野
町
）

▽
山
﨑
初
江（
気
比
）

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
連
合

会
会
長
感
謝

▽
白
岩
保
夫（
日
高
町
山
本
）

▽
迫せ

こ

田た

茂
夫（
戸
牧
）

▽
中
嶋
治
夫（
日
高
町
殿
）

▽
福
井
光み

つ
ぐ繼（
日
高
町
江
原
）

▽
堀
谷
明
夫（
日
高
町
上
石
）

▽
森
本　

勉（
梶
原
）

兵
庫
県
子
ど
も
会

60
周
年
記
念
大
会

（
11
月
10
日
、
神
戸
市
）

■
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
子
ど
も

会
連
合
会
理
事
長
表
彰

▽
伊
原
寛
明（
日
高
町
道
場
）

▽
谷
本
直
人（
大
篠
岡
）

▽
森
口　

隆（
出
石
町
町
分
）

■
社
会
福
祉
法
人
兵
庫
県
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
表
彰

▽
中
嶋
龍
也（
日
高
町
祢
布
）

▽
藤
本　

均（
日
高
町
国
分
寺
）

■
兵
庫
県
知
事
感
謝

▽
足
田
茂
樹（
出
石
町
東
條
）

▽
高
階
正
夫（
日
高
町
宵
田
）

兵
庫
県
子
ど
も
会

60
周
年
記
念
オ
セ
ロ
大
会

（
10
月
27
日
、
神
戸
市
）

■
幼
児
〜
小
学
3
年
生
の
部　

3
位

▽
井
本
裕
太（
五
荘
小
2
年
）

豊
岡
市
美
術
展

（
11
月
1
〜
5
日
、
総
合
体
育
館
）

■
招
待
作
家
の
部
・
招
待
優
賞

▽
書
道　

細
川
栄え

い

香か（
寿
町
）

▽
写
真　

武
田
良
雄（
泉
町
）

■
一
般
の
部
・
市
長
賞

▽
書
道　

大だ
い

部ぶ

行こ
う

堂ど
う（
竹
野
町
林
）

■
高
校
の
部
・
市
長
賞

▽
書
道　
仲
田
千
紗（
出
石
高
2
年
）

障
害
者
多
機
能
施
設
は
ば
た
け
の

「
玄
さ
ん
が
ん
こ
サ
ブ
レ
」が「
第
5

回
ス
ウ
ィ
ー
ツ
甲
子
園
関
西
大
会
」

 

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　

11
月
10
日
、
障
害
者
多
機
能
施

設
は
ば
た
け
が
、「
第
5
回
ス
ウ
ィ

ー
ツ
甲
子
園
関
西
大
会
」に
出
場
し
、

同
施
設
の
手
作
り
商
品『
玄
さ
ん

が
ん
こ
サ
ブ
レ
』が
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

豊
岡
市
役
所
が「
第
15
回
人
間

サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」で

 

県
知
事
賞
を
受
賞

　

豊
岡
市
役
所
が
、「
第
15
回
人
間

サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」の
ま

ち
な
み
建
築
部
門
で
県
知
事
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

文
部
科
学
大
臣
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰

▽
神
美
小
学
校
・
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
三
宅
）

兵
庫
県
自
治
賞

■
自
治
功
労

▽
有
元
義
勝（
城
南
町
）

▽
宇
川
誠
一（
城
南
町
）

▽
高
木　

務（
中
央
町
）

▽
長
峰　

是た
だ
し（
竹
野
町
三
原
）

▽
西
田
正ま

さ

紀き（
日
高
町
上
石
）

兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

▽
岡
田
一
雄（
大
磯
町
）

▽
尾
崎
政
幸（
但
東
町
佐
々
木
）

▽
加
藤
幸こ

う

洋よ
う（
出
石
町
奥
小
野
）

▽
清
水
一
弘（
日
高
町
河
江
）

▽
近
本
礼
三
郎（
但
東
町
三
原
）

▽
富
森　

昭（
竹
野
町
二
連
原
）

▽
野
竿　

豊（
江
本
）

▽
早
野
功た

か

恭や
す（
城
崎
町
湯
島
）

▽
藤
本
憲
治（
日
高
町
東
河
内
）

▽
村
田
正ま

さ

次つ
ぐ（
宮
島
）

▽
森
下
久ひ

さ

儀の
り（
但
東
町
奥
赤
）

▽
柳
谷　

孝（
上
佐
野
）

▽
吉
岡
隆
幸（
日
高
町
小
河
江
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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【非常勤嘱託職員】

職　　種 募集
人数 応募資格 職務内容など 勤務条件（予定）

配送業務員 １人 普通自動車運転免許所持者 本庁・支所間等の文書の配
送業務など

報酬：月額102,800円 
勤務：週５日（週25時間）
休日：土・日曜日の週２日

国民年金
事務員 １人

年金に関する業務経験者、また
は年金に関して一定程度の知識を
有する方

市役所での国民年金窓口業
務および資格取得届等業務、
電算入力処理業務、保険料納
付案内など

報酬：月額153,800円 
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

福祉支援員 １人 　保健師の資格所持者、または平成26年３月末までに取得できる方
健康福祉施設での精神障害

者支援等の福祉業務など
報酬：月額171,900円 
勤務：週５日（35時間勤務）
休日：土・日曜日の週２日

ポンプ
操作員 １人

危険物取扱者免状乙種第４類所
持者または平成26年３月末までに
取得できる方

排水機場でのポンプ操作、
業者点検の立会、設備の保守
管理、および施設の清掃管理
など（八代排水機場は防災セ
ンター管理を含む）

報酬：月額148,000円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日（大雨な

ど出水時は曜日、時間に関係
なく勤務）

建築技師 １人

高等学校以上の学校において、
建築職に必要な専門課程を修めて
卒業した方または平成26年３月末
までに卒業見込みの方（一級また
は二級建築士は優遇）

市役所での建築設計、監理
業務など

報酬：月額153,800円（有資格者は月
額159,700円）

勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

指導補助
教員

１人
程度

小学校または中学校教諭普通免
許所持者

小学校または中学校での指
導補助など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

特別支援
教育介助員

２人
程度

幼稚園、小学校または中学校教
諭普通免許所持者

特別支援学級等での支援業
務など

報酬：幼稚園は日額6,100円 
　　　小・中学校は日額7,400円 
勤務：週５日（幼稚園は30時間、小・
　　中学校は35時間） 

休日：土・日曜日の週２日

校務員 ２人
程度 学校の校内用務に意欲のある方 小学校または中学校での用

務など
報酬：月額148,000円 
勤務：週５日（35時間） 
休日：土・日曜日の週２日

運動遊び
指導員

１人
程度

保育士資格または幼稚園、小学
校もしくは中学校教諭普通免許所
持者、または平成26年３月末まで
に取得できる方で普通自動車運転
免許所持者

保育園・幼稚園・子育てセ
ンター・公民館等での運動遊
びの巡回指導、保育士・幼稚
園教諭等の指導者育成および
運動遊びの普及啓発業務など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

公民館主事 ３人程度

普通自動車運転免許を所持し、
健康で各種学級・講座の開設やス
ポーツ・レクリエーション活動の
実施など、生涯学習の推進に意欲
のある方

地区公民館での生涯学習推
進活動に関する業務など 
（各種事業の企画、実施など）

報酬：月額153,800円 
勤務：週５日（35時間） 
休日：火曜日（１館のみ木曜日）

　と他の１日の週２日
※ただし、夜の会議などの対応をい
ただく必要があります

《雇用期間》４月１日～平成27年３月31日

【臨時職員】

職　　種 募集
人数 応募資格 職務内容等 勤務条件

幼稚園教諭 25人程度
幼稚園教諭普通免許を有する方

または平成26年３月末までに取得
できる方

幼稚園または認定こども園
での幼児教育業務など

賃金：日額7,500円（クラス担任は日
額8,100円）
　※経験年数等で月額の場合あり

勤務：週５日（１日7時間45分）
休日：土・日曜日の週２日

保育士 60人
程度

保育士証の交付を受けている方
または平成26年３月末までに交付
を受けられる方

保育園または認定こども園
での保育業務など

賃金：日額7,500円（クラス担任は日
額8,100円）

　　　※経験年数等で月額の場合あり
勤務：週５日（１日７時間45分）
休日：日曜日および他の１日の週２

日
《雇用期間》４月３日～９月30日（必要に応じて６カ月間延長）

平成26年度採用　豊岡市非常勤嘱託職員・臨時職員募集

【共通事項】
《応募資格》昭和29年４月２日以降に生まれた方

※応募資格中、普通自動車運転免許所持者は、実
運転経験年数が１年以上で、申込以前１年
以上無事故無違反、かつ、過去５年間に軽微
な事故、違反（減点２点以下）が２回までの方
※配送業務員、ポンプ操作員、校務員、幼稚園
教諭、保育士を除き、執務時にパソコン（エ
クセル・ワード）操作を必要とします。

《選考試験》面接試験
※ただし、運動遊び指導員は面接試験と運動

遊びの実技試験、公民館主事は面接試験と
作文試験

※日時、場所は受付時に連絡します。
《受付期間》１月６日（月）～15日（水）午前８時30分～午後

５時15分
　　　　　※土・日曜日、祝日を除く
《申込方法》申込書（職員課に備付けのもの）に必要事項を

記入の上、資格・免許などの写しを添えて提
出してください（持参希望）。

《申込・問合せ》市役所職員課（本庁舎４階　６番窓口）
　　　　　☎23-1326
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広報とよおか　2013.12.2519

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

催
　
し

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
特
別
図
書
整
理
に
伴
う
休
館

　
蔵
書
点
検
や
書
架
整
理
な
ど
の

館
内
整
備
を
行
う
た
め
、
特
別
図

書
整
理
期
間
と
し
て
、
次
の
と
お

り
休
館
し
ま
す
。

　
ま
た
、
整
理
期
間
中
の
図
書
返

却
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
ま
た
は
整

理
期
間
で
は
な
い
図
書
館
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※
毎
週
火
曜
日
、
祝
日
は
休
館
、

1
月
31
日（
金
）・
2
月
28
日

（
金
）は
通
常
の
図
書
整
理
日
の

た
め
全
館
休
館

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

■
第
8
回
新
春
か
る
た
大
会

日
1
月
18
日（
土
）午
後
2
時
〜

所
竹
野
地
区
公
民
館
　
多
目
的
ホ

ー
ル（
竹
野
支
所
　
2
階
、
竹

野
町
竹
野
）　

内・
第
一
部
…
か
る
た
大
会

・
第
二
部
…
百
人
一
首
大
会

対
小
学
生
以
上

申
期
1
月
15
日（
水
）

申
問
図
書
館
竹
野
分
館
　

　
☎
21

9
0
7
8

第
62
回
企
画
展

「
暮
ら
し
を
彩
る

－あ
か
り
と
器

－」

日
1
月
28
日（
火
）ま
で

※
開
館
時
間
…
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時（
入
館
は
午
後
4
時

30
分
ま
で
）

※
毎
週
水
曜
日
、年
末
年
始
は
休
館

所
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館

企
画
展
示
室（
但
東
町
中
山
）

内
柔
ら
か
な
木
肌
の
楮こ
う
ぞ

で
作
っ
た

行あ
ん

燈ど
ん

と
ぬ
く
も
り
あ
る
手
び
ね

り
の
焼
き
物
の
展
示

料
一
般
5
0
0
円
、高
校
生
・
大
学

生
3
0
0
円
、65
歳
以
上
2
　5

　0
円
、
小
・
中
学
生
2
0
0
円

（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
提
示
で
無
料
）

問
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館

　
☎
56

1
0
0
0

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
新
春
特
別
開
館

日
1
月
3
日（
金
）・
4
日（
土
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

※
12
月
28
日（
土
）〜
1
月
2
日

（
木
）は
休
館

■
法
花
寺
万
歳

日
1
月
3
日（
金
）午
前
10
時
30
分
〜

所
コウ
ノ
ト
リ
文
化
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
風
景
映
像「
竹
野
ス
ケ
ッ
チ
・

出
石
ス
ケ
ッ
チ
・
城
崎
ス
ケ
ッ

チ
・
但
東
ス
ケ
ッ
チ
」上
映

日
1
月
3
日（
金
）・
4
日（
土
）午

前
9
時
〜
正
午

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
　
シ
ア
タ

ー
ル
ー
ム

内・
3
日（
金
）…
城
崎・但
東
ス
ケ
ッ
チ

・
4
日（
土
）…
竹
野・出
石
ス
ケ
ッ
チ

■
隣
接
施
設
の
休
業
日
・
初
売
り

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗

・
休
業
日
…
12
月
30
日（
月
）〜
1

月
2
日（
木
）

・
初
売
り
…
1
月
3
日（
金
）

※
福
袋
・
甘
酒
を
販
売

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
直
売
所

・
休
業
日
…
12
月
29
日（
日
）〜
1

月
3
日（
金
）

・
初
売
り
…
1
月
4
日（
土
）

※
1
月
5
日（
日
）は
七
草
粥
の
振

る
舞
い

問
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
☎
23
7
7
5
0

平
成
26
年
豊
岡
市
消
防
本
部

消
防
出
初
式

日
1
月
11
日（
土
）午
前
10
時
〜

所
消
防
本
部（
昭
和
町
）

内・
第
一
部
…
式
典

・
第
二
部
…
演
技
、
消
防
太
鼓
、

一
斉
放
水

問
消
防
本
部
総
務
課
☎
24

8
0
3
4

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　
申申込み先　問問合せ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

実施館 整理期間

城崎分館 １月14日（火）～16日（木）

竹野分館 １月20日（月）～22日（水）

日高分館 １月27日（月）～29日（水）

出石分館 ２月３日（月）～５日（水）

図書館本館 ２月10日（月）～18日（火）

但東分館 ２月24日（月）～26日（水）
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ま
ち
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
説
明
会

対
市
内
の
事
業
者

内「
ま
ち
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」（
市
内

事
業
者
が
自
分
の
お
店
な
ど
で
、

専
門
知
識
な
ど
を
教
え
る
教
室

や
実
技
体
験
の
で
き
る
教
室
を

開
催
す
る
）に
つ
い
て
説
明

他
詳
細
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
参
照
ま
た
は
問
い

合
わ
せ

問
ま
ち
ゼ
ミ
実
行
委
員
会（
豊
岡

市
商
工
会
日
高
支
部
内
）

　

☎
42

1
2
5
1

　
「
と
く
ま
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク

　

https://w
w
w
.facebook.
com
/tokuzem

i

募
　
集

城
崎
温
泉
区
営
浴
場（
外
湯
）

業
務
受
託
者
募
集

対
63
歳
ま
で
の
健
康
な
方

募
集
人
員
10
組（
男
性
1
人
、
女

性
1
人
の
2
人
で
1
組
）

業
務
内
容
外
湯
接
客
お
よ
び
管
理

業
務
な
ど

委
託
料
月
額
約
50
万
円（
浴
場
・

時
間
帯
で
異
な
る
）

委
託
予
定
平
成
28
年
3
月
ま
で

※
選
考
に
よ
る
再
契
約
あ
り

申
方
城
崎
温
泉
課
に
あ
る
応
募
用

紙
に
記
入
の
上
、
持
参

申
期
1
月
6
日（
月
）〜
24
日（
金
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

申
問
城
崎
温
泉
課（
城
崎
支
所
内
）

　

☎
32

0
1
1
7

東
霊
苑
の
永
代
使
用
者
募
集

　

東
霊
苑
は
、
せ
せ
ら
ぎ
や
ビ
オ

ト
ー
プ
を
配
置
し
た
、
く
つ
ろ
ぎ

の
あ
る
緑
あ
ふ
れ
る
霊
苑
で
す
。

　

駐
車
場
か
ら
墓
所
区
画
ま
で
段

差
が
な
く
、
ど
な
た
で
も
安
心
し

て
お
参
り
で
き
ま
す
。

　

墓
所
を
お
探
し
の
方
は
、
ぜ
ひ
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

施
設
の
概
要

○
第
1
期
工
事
3
2
3
区
画

○
ト
イ
レ
、
水
く
み
用
水
栓
あ
り

▽
名
称
…
東
霊
苑

▽
所
在
地
…
市
場
4
9
0
番
地
の
2

▽
区
画
面
積
…
6
平
方
メ
ー
ト
ル

（
間
口
2
メ
ー
ト
ル
×
奥
行
3

メ
ー
ト
ル
）

申
請
資
格
等

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有

す
る
方

・
申
請
者
ま
た
は
申
請
者
と
同
一

の
世
帯
に
属
す
る
方
が
、
豊
岡

市
立
霊
苑
の
永
代
使
用
許
可
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

使
用
料
等

申
方

・
東
霊
苑
永
代
使
用
許
可
申
請
書

に
記
入
の
上
、
戸
籍
全
部
事
項

証
明
書（
戸
籍
謄
本
）、
住
民
票

の
写
し（
謄
本
）を
添
え
て
持
参

ま
た
は
郵
送

・
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
方
は
、

管
理
人
選
任
届
が
必
要

・
申
請
書
等
は
、生
活
環
境
課
で
配

布（
市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

他
自
分
の
家
の
庭
や
畑
な
ど
に
勝

手
に
お
墓
を
作
っ
た
り
、遺
骨
を

お
墓
以
外
の
場
所
に
埋
め
た
り

す
る
こ
と
は
、法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。「
お
墓
を
作
り
た
い
」

「
移
設
し
た
い
」方
は
、
ぜ
ひ
、

東
霊
苑
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係　

☎
23

5
3
0
4

豊
岡
市
公
共
交
通
情
報

「
足
ナ
ビ
」有
料
広
告
募
集

　

来
春
に
配
布
す
る
市
内
の
公
共

交
通
情
報「
足
ナ
ビ
」に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
物
豊
岡
市
公
共
交
通
情
報

「
足
ナ
ビ
」（
鉄
道
や
バ
ス
の
ダ

イ
ヤ
な
ど
、
公
共
交
通
情
報
を

掲
載
）〔
A
4
、
全
36
ペ
ー
ジ
〕

広
告
サ
イ
ズ
縦
3
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
×
横
8
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

募
集
枠
数
45
枠

広
告
料
1
枠
2
万
円

掲
載
位
置
中
面
の
い
ず
れ
か
の
ペ

日時 場所
１月14日（火）
午後７時～８時

豊岡市商工会
竹野支部

１月21日（火）
午後７時～８時

豊岡市商工会
出石支部

１月28日（火）
午後７時～８時 じばさん但馬

２月４日（火）
午後７時～８時

豊岡市商工会
日高支部

区分 永　代
使用料

管理料
（年額）

市内に住所を
有する方 780,000円 3,000円

市内に住所を有
しない方（本籍
のみ市内の方）

936,000円 3,000円

※永代使用料とは、永代（子々
孫々）にわたり、区画をお貸し
する費用です。許可時に納め
れば、以降は不要です。

Ａ区画

Ｂ区画
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ー
ジ

配
布
先
市
内
全
戸
お
よ
び
地
区
公

民
館
な
ど
の
市
内
各
施
設（
約

3
万
3
千
部
）

配
布（
使
用
）
期
間
平
成
26
年
4
月

1
日
〜
平
成
27
年
3
月
31
日

※
期
間
内
に
作
成
部
数
が
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
そ
の
と
き
ま
で

申
期
1
月
31
日（
金
）

※
申
込
数
が
募
集
枠
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選
で
決
定

申
問
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係　

☎
23

1
7
1
2

平
成
26
年
度
兵
庫
県
立
豊
岡

聴
覚
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部

入
学
幼
児
募
集

対
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児
で
、

補
聴
器
を
付
け
て
音
を
聞
き
取

る
こ
と
や
言
葉
の
指
導
な
ど
を

必
要
と
す
る
3
〜
5
歳
児（
平

成
26
年
4
月
1
日
現
在
）

定
若
干
名

入
学
面
接
日
時
2
月
4
日（
火
）午

前
9
時
30
分
〜
11
時

面
接
場
所
同
校
幼
稚
部（
三
坂
町
）

面
接
内
容
健
康
観
察
、
簡
単
な
諸

検
査

持
母
子
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳

※
幼
児
用
…
水
筒
、
上
靴
、
着
替

え
、
タ
オ
ル
、
紙
パ
ン
ツ

申
期
1
月
14
日（
火
）〜
24
日（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

申
問
兵
庫
県
立
豊
岡
聴
覚
特
別
支

援
学
校（
教
育
相
談
係
）

　

☎
22

2
1
1
4

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
は
ー
と
ピ
ー
」

第
３
回
イ
ベ
ン
ト『
Hハ
ッ

ピ

ー

a
p
p
y

ボ
ウ
リ
ン
グ 

Nニ
ュ

ー
e
w  

Yイ
ヤ

ー

e
a
r
鍋
』参
加
者
募
集

日
1
月
19
日（
日
）午
後
3
時
〜
8
時

※
男
性
は
午
後
2
時
、女
性
は
午
後

2
時
30
分
に
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡

店
3
階　

組
合
員
集
会
室
集
合

内
所

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
…
コ
ー
プ
デ
イ
ズ

豊
岡
店
2
階　

ボ
ウ
リ
ン
グ
場

（
加
広
町
）

・
食
事（
ボ
ウ
リ
ン
グ
後
）…
夢
邸

（
野
田
）

対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女（
は
ー

と
ピ
ー
登
録
者
）

料
男
女
各
3
6
0
0
円

定
男
女
各
20
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
期
1
月
10
日（
金
）

他
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
課
☎
43

1
3
3
3

　
ホhttp://w

w
w
.heart-p.com

か
ん
な
べ
自
然
学
校

「
冬
の
野
外
授
業
」参
加
者
募
集

申
期
定
員
に
達
す
る
ま
で

他・
当
日
は
、「
道
の
駅
」神
鍋
高
原

に
集
合
し
、
各
自
の
車
で
会
場

へ
移
動

・
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

申
問
か
ん
な
べ
自
然
学
校

　

☎
20

3
5
4
1

　
ホhttp://kns.hyogo.jp/

平
成
26
年
度
社
会
福
祉
法
人

こ
く
ふ
保
育
園
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
調
理
師
ま
た
は

栄
養
士（
準
職
員
ま
た
は
パ
ー

ト
職
員
）・
1
人

対
調
理
師
資
格
ま
た
は
栄
養
士
資

格
を
有
す
る
方（
平
成
26
年
3

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

を
含
む
）

採
用
年
月
日
平
成
26
年
4
月
1
日

選
考
日
時
2
月
1
日（
土
）午
後
1
時
〜

選
考
場
所
こ
く
ふ
こ
ど
も
園

選
考
方
法
面
接

申
方
履
歴
書
に
記
入
の
上（
自
署
）、

写
真
を
貼
付
し
、
資
格
証
写
し

（
取
得
見
込
み
含
む
）を
添
え
て

持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
1
月
30
日（
木
）必
着

申
問
社
会
福
祉
法
人
こ
く
ふ
保
育

園（
〒
6
6
9

5
3
2
7　

日
高
町
野
々
庄
9
2
9
）

　

☎
42

1
7
1
7

プログラム コース 日程 内容 対象 参加費 定員

子どもだけで！
スノーシューわん
ぱくお宝探検隊

１日 １月13日（月・祝）、２月２日（日）、３月１日（土）午前10時～午後４時 スノーシューを
履き、雪山に
隠されたお宝
を探す

小学生

5,000円 20人

半日
１月12日（日）・25日（土）、２月15
日（土）午前９時30分～午後０時
30分、午後１時30分～４時30分

3,500円 20人

親子でスノーシュ
ー冬の運動会！ １日 １月11日（土）、２月11日（火・祝）、３月２日（日）午前10時～午後４時

親子で雪の上
での運動会

小学生と
保護者

１家族
8,000円 10家族

１歳からOK！
パパママと雪遊び 半日

１月26日（日）、２月９日（日）・22
日（土）午前９時30分～午後０時
30分、午後１時30分～４時30分

親子で雪遊び 乳幼児と保護者
１家族
2,000円 15家族

持
防
水
性
の
あ
る
服（
上
・
下
）、

手
袋
、帽
子
、着
替
え
、タ
オ
ル
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但
馬
ド
ー
ム「
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

　「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

参
加
者
募
集

■
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
参
加
者
募
集

○
一
般
の
部

日
1
月
11
日（
土
）午
後
1
時
〜
4
時

対
18
歳
以
上

内
ク
ラ
ス
別
に
基
本
動
作（
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）、基
礎
技
術
、応
用
技

術
を
学
ぶ（
午
後
3
時
〜
4
時

は
希
望
者
の
み
の
実
践
練
習
）

料
千
円

定
50
人

○
高
校
生
以
下
の
部

日
1
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

対
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生
、
高

校
生

内
基
本
動
作（
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、

基
礎
技
術
、
応
用
技
術
を
学
ぶ

（
小
学
生
以
下
は
、
ラ
ケ
ッ
ト

に
ボ
ー
ル
を
当
て
る
こ
と
や
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
）

料
5
0
0
円

定
60
人

共
通
事
項

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム　

多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド（
日
高
町
名
色
）

指
導
園
田
学
園
女
子
大
学
テ
ニ
ス

部
員

申
方
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
、
ま
た
は
来
館

申
期
1
月
7
日（
火
）

他
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
持
参

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
参

加
者
募
集

○
中
学
生
・
高
校
生
の
部

日
2
月
8
日（
土
）午
後
1
時
〜
4
時

対
中
学
生
、
高
校
生

内
基
礎
か
ら
応
用
を
含
め
た
練
習

な
ど

料
5
0
0
円

定
2
0
0
人
程
度

○
一
般
の
部

日
2
月
9
日（
日
）午
前
9
時
〜
正
午

対
一
般（
大
学
生
含
む
）

内
ノ
ッ
ク
や
バッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

料
千
円

定
50
人
程
度

○
キ
ッ
ズ
の
部

日
2
月
9
日（
日
）午
後
1
時
〜
3
時

対
幼
稚
園
児
、
小
学
生

内
ボ
ー
ル
を
使
い
、
遊
び
な
が
ら

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
動
き
を
習
得

す
る

料
5
0
0
円

定
50
人
程
度共

通
事
項

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム　

多
目
的
グ 

ラ
ウ
ン
ド

指
導
園
田
学
園
女
子
大
学
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
員

申
方
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た

は
来
館

申
期
1
月
27
日（
月
）

他
グ
ロ
ー
ブ
、
バ
ッ
ト
を
お
持
ち

の
方
は
持
参

申
問
県
立
但
馬
ド
ー
ム（
〒
6
6
9

5
3
7
9　
日
高
町
名
色
88

50
）☎
45

1
9
0
0

　
Ｆ
45

1
9
0
1

　
メinfo@

tajim
adom

e.jp

第
41
回
神
鍋
高
原

市
民
ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

日
2
月
9
日（
日
）午
前
9
時
〜

（
受
付
…
午
前
8
時
〜
）

※
気
象
状
況
な
ど
で
開
催
で
き
な
い

場
合
は
、2
月
16
日（
日
）に
延
期

※
雪
不
足
の
場
合
は
、
1
週
間
前

に
決
定

所
神
鍋
高
原
ス
キ
ー
場
万
場
ゲ
レ

ン
デ（
日
高
町
万
場
）

対
市
内
在
住
、
在
学
、
ま
た
は
在

勤
の
方

競
技
種
目
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ

ー
ム（
大
回
転
）

出
場
区
分
小
学
生（
低
・
中
・
高

学
年
別
、
男
女
別
）、
中
学
生
・

高
校
生
男
女
別
、
成
年
男
女
別
、

壮
年（
40
歳
以
上
）男
女
別
の
各

1
部
・
2
部
、熟
年（
55
歳
以
上
）

男
女
別　

※
計
26
区
分

料
小
・
中
学
生
5
0
0
円
、
高
校

生
以
上
千
円

※
駐
車
料
金
は
、
別
途
必
要

申
期
1
月
30
日（
木
）

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
日
高
町
体
育
協
会（
日
高
文

化
体
育
館
内
）☎
42

2
5
0
5 

社
会
福
祉
法
人

三
方
保
育
園
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
保
育
士
・
若
干

名
対
短
期
大
学
ま
た
は
専
門
学
校
を

卒
業（
平
成
26
年
3
月
卒
業
見

込
み
含
む
）し
、
保
育
士
資
格

と
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る

方（
平
成
26
年
3
月
資
格
取
得

見
込
み
の
人
を
含
む
）

採
用
予
定
日
平
成
26
年
4
月
1
日

申
方
履
歴
書
に
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送

申
期
1
月
20
日（
月
）当
日
消
印
有

効
他
試
験
日
な
ど
の
詳
細
は
、
後
日

申
込
者
に
連
絡

申
問
三
方
保
育
園（
〒
6
6
9

5
3
6
1　

日
高
町
栗
山
9　
0

　
1

2
）☎
44

0
6
1
0

講
習・
教
室

ス
マ
ー
ト
ア
ッ
プ
教
室

日
1
月
20
日
、2
月
3
日
・
10
日
・

24
日
、
3
月
10
日
・
24
日
の
い
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ず
れ
も
月
曜
日
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分（
全
6
回
コ
ー
ス
）

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設　

1
階　

A
会
議
室（
立
野

町
）

内
健
康
講
話
・
調
理
実
習

対
肥
満
や
健
診
結
果
が
気
に
な
り
、

生
活
改
善
し
た
い
方

定
20
人

申
期
1
月
7
日（
火
）〜
15
日（
水
）

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

普
通
救
命
講
習

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
3

時
間
講
習
）

日
1
月
18
日（
土
）午
前
9
時
〜
正

午
※「
救
命
入
門
コ
ー
ス
」を
受
講
し

た
方
は
、
2
時
間
講
習（
午
前

10
時
〜
正
午
）

所
竹
野
地
区
公
民
館　

多
目
的
ホ

ー
ル（
竹
野
町
竹
野
、
竹
野
支

所　

2
階
）

講
習
内
容
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇

生
法
、A
E
D（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）の
使
用
方
法
、大
出
血

時
の
止
血
法
、
窒
息
時
の
処
置

定
30
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る
所

定
の
申
込
用
紙（
消
防
本
部
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記

入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
1
月
15
日（
水
）必
着

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係（
〒
6 

6　
8

0
0
5
5　

昭
和
町
4

33
）☎
24

8
0
3
8

　
Ｆ
24

1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.

　
　
　
　
　
　

 toyooka.lg.jp
　
ホhttp://119.city.

　
　
　
　
　
　

 toyooka.lg.jp
相
　
談

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言・相
続

 

無
料
相
談
会

日
1
月
18
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
6
2
6
5
6
9

司
法
書
士
に
よ
る

　
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

　
消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会

日
1
月
18
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

そ
の
他

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
日
曜
納
税
相
談

日
1
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
本
庁
舎　

1
階（
税
務

課
内
）

内
納
税
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど

※
税
金
の
納
付
も
可

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
1
月
7
日（
火
）午

後
1
時
〜
20
日（
月
）午
後
11
時

競
り
売
り
期
間
1
月
27
日（
月
）午

後
1
時
〜
29
日（
水
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
2
月
6
日（
木
）午

後
3
時

公
売
物
件
記
念
コ
イ
ン
な
ど
16
点

（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す（
1

月
7
日
公
開
予
定
）。

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_city

参
加
資
格
一
部
の
例
外
を
除
き
、

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、原
則

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要（
公

売
保
証
金
不
要
物
件
を
除
く
）

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

よ
く
見
て
公
売
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

下
見
会
へ
の
参
加
申

込
み
は
不
要
で
す
。

日
1
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
本
庁
舎　

1
階

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
情
報
を

提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
3.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス
テ
ム

　
http://koubai.auctions.

　
　
　
　
　
　
　

yahoo.co.jp/
問
税
務
課
収
税
係
☎
23
1
1
1
8
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平
成
26
年
度

社
会
体
育
施
設
使
用
希
望
調
査

対
象
期
間
平
成
26
年
4
月
1
日
〜

平
成
27
年
3
月
31
日

対
象
施
設

・
体
育
館
…
総
合
体
育
館
、
市
民

体
育
館
、
日
高
文
化
体
育
館

・
野
球
場
…
こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ

ア
ム
、
植
村
直
己
記
念
ス
ポ
ー

ツ
公
園
、
出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

・
そ
の
他
…
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
、
円
山

川
運
動
公
園
、
神
美
台
ス
ポ
ー

ツ
公
園

申
方
各
施
設
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記

入
の
上
、
持
参

申
期
1
月
15
日（
水
）午
後
5
時

他・
使
用
申
込
み
に
当
た
っ
て
は
、

土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
等
に

行
う
大
会
、
行
事
な
ど
を
原
則

と
す
る

・
希
望
者
が
重
複
す

る
場
合
に
は
、各
代

表
者
に
よ
る
調
整

会
議（
2
月
開
催

予
定
、
各
代
表
者
へ
連
絡
）で

調
整
。
た
だ
し
、
①
市
の
行
事

②
そ
の
他
一
般
行
事
③
営
利
宣

伝
行
事　

の
順
で
優
先

・
施
設
に
よ
っ
て
は
、
使
用
で
き

な
い
期
間
あ
り（
申
込
み
時
に

要
項
で
確
認
）

申
問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21

9
0
2
3

消
費
税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
！

　

消
費
税
法
が
改
正
さ
れ
、
消
費

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た（
平
成
26
年
4
月
〜
）。

　

改
正
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
消
費
税
法
改
正

の
お
知
ら
せ（
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
関
係
）〕や
税
務
署
に
備

付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホhttp://w

w
w
.nta.

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

go.jp/

問
豊
岡
税
務
署
☎
22

2
1
0
1

市
道
赤
崎
江
原
線（
日
高
町

 

岩
中
）の
車
両
通
行
止
め

　

県
施
行
の
稲い

な

葉ん
ば

川
河
川
改
修
事

業（
日
高
町
岩
中
地
内
）で
、
現
在

施
工
中
の
市
道
赤
崎
江
原
線
尾
川

橋
付
近
の
道
路
工
事
の
た
め
、
終

日
車
両
通
行
止
め
を
実
施
し
ま
す
。

　

通
行
止
め
期
間
中
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
転
車
・
歩
行
者
は
、

現
在
と
同
様
に
通
行
で
き
ま
す
。

車
両
通
行
止
区
間
尾
川
橋
〜
但
馬

日
高
郵
便
局
間（
約
1
・
1
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）

※
交
通
誘
導
員
の
指
示
に
よ
り
進

入
は
可
能（
尾
川
橋
の
通
行
は

不
可
）

車
両
通
行
止
期
間
1
月
6
日（
月
）

〜
2
月
28
日（
金
）

問
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
豊
岡
土
木

事
務
所
河
川
砂
防
課

　

☎
26

3
7
5
1

平
成
25
年
度
公
立
豊
岡
病
院
組
合

 

　
保
有
財
産
売
却

　

公
立
豊
岡
病
院
組
合
保
有
財
産

売
却
に
か
か
る
随
時
募
集
を
実
施

し
ま
す
。

※
募
集
案
内
書
は
、
豊
岡
病
院
組

合
総
務
部
出
納
室（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
）で
配
布

申
期
1
月
14
日（
火
）〜
3
月
14
日

（
金
）

申
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合
総
務
部

出
納
室
☎
22

6
1
1
1

　
ホhttp://w

w
w
.toyookahp-

　

 

　
　
　
　
　
　

kum
iai.or.jp

家
庭
で
の
今
冬
の
節
電
の

 

　
お
願
い

　

今
冬
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
、

引
き
続
き
、
節
電
・
省
エ
ネ
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
体
調
の
悪

い
方
の
い
る
家
庭
で
は
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
の
節
電
を
お
願

い
し
ま
す
。

＜売却物件一覧＞

所在地 面積（㎡） 売却価格 備考

豊岡市千代田町2-8 329.21 1,210万円 空地

豊岡市大磯町235-1他 95.57 393万円 建物付

豊岡市大磯町232-4 105.68 448万円 建物付

豊岡市出石町鉄砲24-10 360.46 1,311万円 建物付

浅
倉

車両通行止区間



広報とよおか　2013.12.2525

■
家
庭
で
の
節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ

（「
家
庭
の
使
用
電
力
マ
イ
ナ

ス
」へ
の
取
組
み
）

　

電
力
会
社
か
ら
毎
月
届
く「
使

用
量
の
お
知
ら
せ
」に
記
載
し
て

あ
る
前
年
同
月
比
が
マ
イ
ナ
ス
の

場
合
、
市
役
所
窓
口
や
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
協
力
店
、
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
抽
選
会
当
日
に
、「
使
用
量
の
お

知
ら
せ
」を
持
参
す
る
と
、
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
券（
5
ポ
イ
ン
ト
）を
交

付
し
ま
す
。

※
2
カ
月
達
成
す
れ
ば
、
市
民
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
券
10
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
、
環
境
商
品
な
ど
が
当
た

る
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
家
庭
で
で
き
る
節
電
方
法（
例
）

○
エ
ア
コ
ン

・
設
定
温
度
を
低
め
に
す
る

・
フ
ィ
ル
タ
ー
を
こ
ま
め
に
掃
除

す
る

・
室
外
機
の
ま
わ
り
を
整
理
整
頓

す
る

○
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

・
設
定
温
度
を
低
め
に
す
る

・ 

人
の
居
る
と
こ
ろ
だ
け
を
暖
め

る
・
断
熱
マ
ッ
ト
を
敷
く

○
電
気
こ
た
つ

・
設
定
温
度
を
低
め
に
す
る

・
上
掛
け
な
ど
を
併
用
す
る

・
断
熱
シ
ー
ト
を
敷
く

○
照
明

・
不
要
な
照
明
を
消
す

・
こ
ま
め
な
掃
除
で
明
る
く
す
る

○
テ
レ
ビ

・
見
な
い
と
き
は
主
電
源
を
切
る

・
画
面
の
輝
度
を
下
げ
る

・
こ
ま
め
な
掃
除
で
画
面
を
明
る

く
す
る

問
環
境
経
済
課
☎
23

4
4
8
0

　
開
業
医
の
手
作
り

「
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　
☎
0
1
2
0
9
7
9
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

☎
0
7
8
3
9
3
1
8
0
3

申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　

平
成
25
年
分（
平
成
25
年
1
月

1
日
〜
12
月
31
日
）の
所
得
税
の

確
定
申
告
・
市
県

民
税
の
申
告
で
は
、

次
の
こ
と
に
留
意

し
、
早
め
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
次
の
書
類
は
、

あ
ら
か
じ
め
作
成
し
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
得（
営
業
、
農
業
）・
不

動
産
所
得
の
収
支
内
訳
書

・
医
療
費
控
除
の
区
分
ご
と
の
集

計
表

②
次
の
書
類
は
、
平
成
25
年
分
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

・
給
与
所
得
、
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票

・
各
種
控
除
に
必
要
な
証
明
書
類

※
①
②
の
書
類
の
作
成
ま
た
は
集

計
が
で
き
て
い
な
い
方
や
不
備

の
あ
る
方
は
、
相
談
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
期
間
平
成
26
年
2
月
17
日

（
月
）〜
3
月
17
日（
月
）

他・
申
告
相
談
の
時
間
・
会
場
な
ど

の
詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ

・
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
は
、

豊
岡
税
務
署
や
税
理
士
に
よ
る

地
区
相
談
会（
土
地
建
物
等
の

譲
渡
所
得
を
除
く
）、
商
工
会

相
談
会
で
も
実
施

問・
所
得
税
確
定
申
告
…
豊
岡
税
務

署
☎
22

2
1
0
1

・
市
県
民
税
申
告
…
税
務
課
市
民

税
係
☎
21

9
0
4
5

公
的
年
金
等
を            

受
給
し
て
い
る
方
へ

　

次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す

る
場
合
は
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告（
提
出
・

納
税
）が
不
要
で
す
。

①
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
4
0
0
万
円
以
下

②「
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
」

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
※
②
の
例
…
給
与
の
収
入
金
額
が

85
万
円
以
下
の
場
合
な
ど

　

た
だ
し
、
①
と
②
の
両
方
に
該

当
す
る
場
合
で
も
、
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
方
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
が
不
要
で
も
、
住

民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
役
所
税
務
課
市
民

税
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
第
1
部

門
☎
22

2
1
4
4
ま
た
は
市

役
所
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
21

9
0
4
5

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携
　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

１月のテーマ
曜日 内　　容
月 目のかゆみの対策と目薬の使い方

火 智
ち
歯
し
周囲炎（親知らずの痛み）

水 めまいと脳の病気－善玉めまいと、
悪玉めまい－

木 脂肪肝の話

金～日 ジェネリック医薬品（後発品）の話

月日 担当医師・住所

１月

19日（日） 赤松　亮
（九日市下町）

26日（日） 中沢　洋
（出石町本町）



～図書館ホームページの紹介～

冬の本
< 一 般 >

雪の手紙
片平　孝／写真・文・構成（青

せい
菁
せい
社
しゃ
）

　雪
ゆき

捲
まく

り、雪
ゆき

紐
ひも

、鏡
かがみ

氷
ごおり

など、見慣れた
冬の風景である雪や氷の姿・形にも名
前があります。
　本書では、雪の結晶を始め、それらを
神秘的な写真と共に紹介。まるで命を
宿したかのような樹氷、別名アイスモ
ンスターは目を見張るものがあります。

< じ ど う >
ふくろうくん
アーノルド・ローベル／作
三木　卓／訳（文化出版局）

　とても寒い冬の夜、ふくろうくんの
家にやってきたのは「ふゆくん」でした。
ところがドアを大きく開けた途端、思
いもよらないことに…。
　おひとよしで、いつも一生懸命なふ
くろうくんの日常を描いた５話を収録。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

1月の行事予定

　※図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

1月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 水（休館日）
2 木（休館日）
3 金（休館日）
4 土（休館日）
5 日
6 月
7 火（休館日）
8 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

9 木 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

10 金

11 土

10：10～ 本館 土曜としょかん（工作：アイスけんだま）　児

10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：ダンボールぽっくり）　幼 児

10：30～ 竹野 テーマであそぼ!｢やってみよう！昔のあそび｣
（工作：いろいろなコマを作ろう）　幼 児

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：絵馬つくり）　幼 児

12 日
13 月（休館日）
14 火（休館日）城崎 城崎分館特別図書整理〔～16日（木）〕

15 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

10：30～ 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

16 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳

17 金

18 土 14：00～ 竹野 新春かるた大会　幼 児

17：00～ 但東 ばんげのおはなし会　幼 児

19 日
20 月 竹野 竹野分館特別図書整理〔～22日（水）〕
21 火（休館日）
22 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

23 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼

24 金

25 土

10：10～ 本館 読み聞かせ研修会　般

10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

26 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

27 月 日高 日高分館特別図書整理〔～29日（水）〕
28 火（休館日）
29 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

30 木
31 金（休館日）

　図書館ホームページでは、新刊案内をはじめ、各館のさまざまな最新情報を掲載しています。
　また、テーマ展示の様子を写真付きで紹介しています。本の貸出ランキングや、インターネットを使った資料検索・予約
システムにもリンクしています。ぜひ活用してください。
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1月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

おはなし広場
日　時 ４日（土）、11日（土）、18日（土）、25日（土） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 15日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳未満の乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時
①ほっとたいむ ６日（月）、23日（木）午前11時～
②わらべうたあそび ９日（木）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 16日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②わらべうたといろいろな遊び③紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

おでかけ広場（日高）　於：日高地区公民館２階　活動室

なかよし広場

絵本の読み聞かせの会

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作

なかよし広場

おでかけ広場　於：資母地区公民館

わらべうた＆製作

えほんのとびら

日　時 16日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 11日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 20日（月）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 23日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 保健師のミニ講話～風邪予防について～　計測、相談

日　時 15日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、季節の折り紙製作

日　時 17日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師によるミニ講話、親子遊び、交流、計測

日　時 27日（月）午前10時～11時30分 申込開始 ８日（水）
対　象 乳幼児と保護者　先着15組
内　容 餅つき会、お楽しみ会
参加費 １家庭　100円 持ち物 お茶

日　時 22日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子でわらべうた遊び　製作：アンパンマンぐるぐるルーレット

日　時 15日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ・折り紙

1月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ練習室

ベビーマッサージ講座

おでかけ広場　於：城崎健康福祉センター１階　多機能ホール

ほっとたいむ＆わらべうたあそび＆おやこふれあいたいむ

日　時 30日（木）午前９時30分～12時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 冬野菜を使った献立（幼児向け）　※食材費実費

日　時 15日（水）午前10時～12時
対　象 １歳くらいまでの乳児と保護者、妊婦
内　容 栄養士のミニ講話、計測、ベビー体操、乾布摩擦、お母さんの体操
持ち物 バスタオル、ハンドタオル、水分（ミルク、お茶など）

日　時 14日（火）午前10時～12時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 運動遊びの後、雑煮で新年を祝います
持ち物 餅（親子分）、お椀

わん
、箸、お茶

日　時 20日（月）、23日（木）午後１時30分～
30日（木）、31日（金）午前10時15分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 雪遊び　※随時子育て相談

日　時 23日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による読み聞かせと折り紙遊び

日　時 24日（金）午前10時30分～11時30分 申込開始 10日（金）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着15組
内　容 用具を使った親子体操、お母さんのストレッチ、ダンス
講　師 日本３B体操協会　谷田弘子さん、永尾恵子さん

日　時 ７日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 福笑い、羽つきなどお正月遊び

日　時 ８日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による読み聞かせ

食育講座

なかよし広場

運動遊びと鏡開き

おやこっこ雪遊び　於：しばっこ広場

絵本の読み聞かせ 

3B体操　於：城崎地区公民館（城崎支所３階）　多目的ホール

お正月遊び

にじっこ絵本

パパと遊ぼうデー　おやこっこ運動遊び

おやこっこリズム遊び

日　時 26日（日）午前10時～11時15分 申込開始 17日（金）
対　象 ２歳以上の幼児とお父さん　先着20組
内　容 親子で楽しく運動遊び
講　師 子ども育成課　仲義　健

日　時 29日（水）午後１時30分～２時30分 申込開始 22日（水）
対　象 １歳の幼児と保護者　先着15組
内　容 フープで電車ごっこ、ポンポンでリズムあそび　など
講　師 城崎子育てセンター　指導員　綱木直美さん

日　時 24日（金）午後１時30分～３時30分 申込開始 16日（木）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容「叱って得することはない」

日　時 17日（金）午後１時30分～３時 申込開始 ８日（水）
対　象 １歳（４カ月以上）までの赤ちゃんと保護者　先着25組
内　容 ベビーマッサージ・お母さんのおしゃべり会

日　時 16日（木）午前10時30分～11時30分 申込開始 ７日（火）
対　象 乳幼児と保護者　先着10組
内　容 お年寄りとの交流遊び（ポンポンを使ったリズム遊び、製作遊び　など）

なかよし広場

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■新作能『田
た

道
じ

間
ま

守
もり

』■新春ファミリー音楽祭
　公募で決定した家族に
よる、ほのぼのとした温
かいコンサート。家族や
友人など、誘い合わせて
お越しください。

■プラザ　シネマ･シネマ
　風刺劇に落語ネタ、庶民劇にクレージー･キャッ
ツ…さまざまな笑いで、見る者を楽しませてきた喜
劇映画の代表作を上映します。

■『豊岡駅前小鳥店Ⅱ』～アートスクール
演劇プログラム作品～

　関西の実力派劇団
「南河内万歳一座」の
座長 内藤裕

ひろ

敬
のり

さん
が、街の匂いと、空
を飛ぶコウノトリ、
ここに生きる人々に
インスピレーションを受けて、深い洞察と愛情で書
き下ろした豊岡の物語パート２、オリジナル演劇作
品です。

　２月２日（日）
　　｢ほっとステージ｣
　10：00～『ニッポン無責

任時代』
　13：30～『喜劇・女は男

のふるさとヨ』
◇入場料　１作品500円
　　　　　（全作品共通、
　　　　　１回限り有効）、
　　　　　２作品800円（組合せ自由）

　２月25日（火）まで開催

《関連事業》
■講演会｢出石の城跡｣
　１月25日（土）　開演13：30
◇講師　山名氏城跡保存会会長　西尾孝昌さん

■講演会｢出石の城主たち－有子山城･出石城－｣
　２月15日（土）　開演13：30
◇講師　市教育委員会　石原由美子

………  共通事項  ………
◇入館料　一般500円、高校生200円、小・中学生150円

　３月１日（土）
　　｢ほっとステージ｣
　　開演13：30（開場13：00）

※10：30～11：30能鑑賞講座
◇演　目　新作能｢田道間守｣
　　　　　仕舞｢高砂｣
　　　　　狂言｢鬼瓦｣
　　　　　半能｢石

しゃっ
橋
きょう
｣

◇入場料　全席指定　Ｓ席7,000円、Ａ席5,000円
　　　　　（当日は500円増）
◇一時保育　２月19日（水）までに申し込みください。

　１月26日（日）
　　「ほっとステージ」　開演14：00

◇入場料　無料

　２月１日（土）　「ほっとステージ」
　　10：00～『本日休診』
　　13：30～『駅前旅館』

　１月11日（土）　開演19：00（開場18：30）
　　　12日（日）　開演14：00（開場13：30）　
　　「ほっとステージ」

◇入場料　全席自由　一般1,000円（当日1,200円）、
　　　　　高校生以下無料

◇チケット　当館および市民会館、市立図書館本
館・但東分館、城崎･竹野･日高地区公民館、ひぼ
こホールで購入可

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

■第17回プラザ寄席｢ふれ愛亭｣“初笑い”
　おなじみの｢たんたん落語会｣
の皆さんのプラザ寄席です。新年
を笑いで祝いましょう。

■第31回企画展 出石の殿様－山名氏と仙石氏－
　但馬地域での、中世･近世の支
配者｢殿様｣の実像を、考古資料
や歴史資料から概観します。

　１月５日（日）　開演14：00
　「ほっとステージ」
◇入場料　全席自由
　　　　　一般500円、
　　　　　高校生以下300円（当日各200円増）
◇一時保育　12月25日（水）までに申し込みください。

但馬国府・国分寺館 （日高町祢
にょう

布）
☎42－6111 FAX 42－6112（水曜日休館）

▲ニッポン無責任時代
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平成25年12月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

1月の主な行事
JANUARY

平成26年

15（水）なかよし広場（９：30～ 子育て総合センター）なかよし広場
（10：00～12：00 竹野子育てセンター）

えほんのとびら
（10：30～11：00出石子育てセンター）

16（木）おでかけ広場（10：30～11：30 城崎健康福祉センター）

17（金）なかよし広場（10：30～11：30 但東子育てセンター）

18（土）竹野人権学習のつどい（13：30～ 竹野支所）新春かるた大会（14：00～ 竹野地区公民館）

19（日）田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）
20（月）おでかけ広場（10：15～11：30 日高子育てセンター）

関西スキー・スノボの日
（アップかんなべスキー場）

21（火）食育講座（９：30～12：30竹野子育てセンター）
関西スキー・スノボの日

（奥神鍋スキー場、万場スキー場）

22（水）わらべうた＆製作（10：30～11：30 出石子育てセンター）

23（木）なかよし広場（10：30～11：30日高子育てセンター）

24（金）３Ｂ体操（10：30～11：30 城崎地区公民館）
25（土）講演会「出石の城跡」（13：30～ 但馬国府・国分寺館）

まちぐるみ学校支援シンポジウム
（14：00～ 豊岡市民プラザ）

26（日）カバストマルシェ（10：00～16：00 宵田商店街）ジャンボまき寿司大会
（11：00～ 中竹野ふるさと館）

新春ファミリー音楽祭
（14：00～ 豊岡市民プラザ）

27（月）おでかけ広場（10：00～11：30 資母地区公民館）

28（火）
29（水）
30（木）第63回企画展｢型紙－技と芸術－｣（日本・モンゴル民族博物館、～４月15日）

31（金）

ひ
と
り
ご
と

1（水）元日

2（木）
3（金）コウノトリ文化館新春特別開館（コウノトリ文化館、～４日）

4（土）第31回企画展「出石の殿様－山名氏と仙石氏－」（但馬国府・国分寺館、～２月25日）

5（日）第17回ふれ愛亭（14：00～ 豊岡市民プラザ）但東消防団出初式（９：30～ 但東支所周辺）
ＭＡＮＢＡスノーフェスティバル

（万場ゲレンデ）

6（月）豊岡市賀詞交換会（11：00～ 豊岡市役所）
7（火）城崎消防団出初式（10：00～ 城崎支所周辺）お正月遊び

（10：00～11：30 竹野子育てセンター）

8（水）にじっこ絵本（10：30～11：30 竹野子育てセンター）
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

9（木）わらべうた遊び（11：00～ 子育て総合センター）

10（金）宵田の十日恵比寿まつり（日高町宵田 西宮神社）
11（土）パパと遊ぼうDAY!（10：30～11：30日高子育てセンター）

豊岡駅前小鳥店Ⅱ
（19：00～ 豊岡市民プラザ）

12（日）豊岡消防団出初式（９：00～ 市民体育館周辺）
竹野消防団出初式

（９：00～ 竹野中学校周辺）
出石消防団出初式
（９：30～ 出石文化会館ひぼこホール周辺）
豊岡市成人式（13：30～ 豊岡市民会館）
成人式実況中継（12：30～ 豊岡稽古堂）
豊岡駅前小鳥店Ⅱ

（14：00～ 豊岡市民プラザ）

13（月）成人の日田ノ口賽の神まつり
（８：00～12：00 日高町田ノ口）

14（火）運動遊びと鏡開き（10：00～12：30竹野子育てセンター）

▼
今
年
も
、一
年
を
振
り
返
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。毎
年
、そ
の
年
の
目
標
や

や
り
た
い
事
な
ど
を
挙
げ
ま
す
が
、振

り
返
っ
て
み
る
と
、出
来
な
か
っ
た
事

の
ほ
う
が
多
い
気
が
し
ま
す
。来
年
こ

そ
は
、目
標
を
た
く
さ
ん
達
成
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
継
続
は
力
な
り
！ 

Ⓞ

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,680人（－55人） 41,564人（－21人） 45,116人（－34人） 32,669世帯（＋5世帯）
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　平成17年４月１日、１市５町（豊岡市、城崎町、竹野町、日高町、出石町、但東町）が合併し、豊
岡市が誕生しました。
　新庁舎の完成に合わせ、合併までの各市町の歴史を振り返ってみましょう。

　《問合せ》日高支所☎42-1111

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡市－合併前市町の歴史　　　　　

雪の祭典、国体スキー大会の開催
　雪の祭典ともいわれる国民体育大会冬季大会ス
キー競技会が昭和32年（第12回）と40年（第20回）に
神鍋スキー場で開催されました。
　昭和40年の大会は、当時ご成婚間もない常

ひたちのみや

陸宮
ご夫妻をお迎えして
の記念すべき大会で、
選手団と関係者を含
めた参加者は２千人
を超えました。この
大会で、神鍋の名が
全国に広まりました。

ひだかの方言　
～ひだか言葉を話しましょうな～
○なめんだらげな格好［だらしない格好］
○どえれえいかめえなー［すごくうらやましいなー］
○こうじゃあげーなこと［一人前なこと］
○さあーでの服で行かー［普通の服を着ていこう］
○汚してもだんにゃあで［汚れを気にしなくても
いいよ］

○あの人ははしかいいなー［あの人は機敏だな］
○そのもうきでええ［そのままでいいよ］

（出典　平成17年発刊の「ひだか辞典」ほか）▲第20回国体スキー大会開会式

年月 主な出来事
昭和30年３月 日高町の誕生

昭和40年２月
雪の祭典ともいわれる第20回国民
体育大会冬季大会スキー競技会が
神鍋スキー場で開催

昭和41年７月 福祉観光都市を目指す長期建設計画を樹立

昭和53年８月
駅前商店街（サンロード）がオープ
ン（昭和30年代から懸案となって
いた駅前広場の拡張整備が完了）

昭和55年８月 第１回兵庫神鍋高原マラソン大会を開催

昭和56年11月 日高町役場新庁舎がオープン

平成元年11月 待望の神鍋温泉開発に成功し、出湯式が行われる

平成６年５月 コウノトリ但馬空港が開港

平成９年２月 植村直己冒険賞を創設

平成10年10月 県立但馬ドームがオープン

平成12年11月 八代排水機場が完成

平成15年11月 蘇武トンネルが開通

平成16年６月 日高町制50周年記念を開催

旧日高町

　昭和30年３月、国府村・八代村・日高町・三方村・清滝村・西気村の１町５村が合併し「日高町」が誕
生しました。合併後の課題とされる分町問題（国府村）やまちづくりの前途は決して容易なものではない
とされていましたが、町民の福祉を最優先することとなり、但馬地域の中心に位置する新生日高町が歩
み始めたのです。

八代排水機場の完成
　国府地区は、豊
岡市有数の穀倉地
帯ですが、洪水時
には円山川、八代
川が増水し、大き
な災害に見舞われ
てきました。
　平成24年6月、
国府地区内水対策の要となる毎秒33トンの排水能
力を持つ新たな八代排水機場が完成し、安全安心
な暮らしに寄与することとなりました。

悲願の蘇武トンネル開通　
　７年の歳月
と総工費170億
円が費やされ
た蘇武トンネ
ルが開通。蘇
武連山によっ
て分断されて
いた日高町と
村岡町は、所

要時間約30分で往来が可能になりました。
　トンネルの開通は、但馬全域の観光・医療・教
育面などさまざまな分野の振興に大きな役割を果
たしました。町制50周年を迎える日高町を未来に
向かって大きく羽ばたかせたといえます。


